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　平成３０年の輝かしい新春を健やかに迎えられましたこと
を、心からお慶び申し上げます。
　さて、昨年を顧みますと、市民の安心な生活を支える本市
の救急医療において、千歳医師会をはじめ多くの関係機関の
ご支援のもと、９月に千歳市休日夜間急病センター「ささえー
る」を開設し、内科系初期救急医療の３６５日体制を９年ぶ
りに整備することができました。
　一方、国際情勢において、北朝鮮から発射された弾道ミサ
イルが、２度にわたり北海道上空を飛翔したことは、市民の
安全に重大な脅威となるものでありました。
　このような緊張を増す安全保障情勢を受けて、政府におい
ては、我が国の安全保障の基本方針となる、新たな「防衛計
画の大綱」策定の議論が進められているところであります。
　６０年余にわたり自衛隊と共に発展してきた本市としまし
ては、まちづくりや地域の活力に影響を与える自衛隊の体制
が今後ともしっかりと維持・強化されるよう、国への要望な
ど積極的な活動を展開してまいりました。
　また、年間を通じて、新千歳空港の活況が継続した一年で
ありました。国内線及び国際線の利用者が、過去最高を更新
した一昨年を大幅に上回り、特にアジアをはじめ観光客が増
加している国際線については、初めて３００万人を突破する
ものと見込まれており、今後も新規就航などにより、この勢
いが継続していくものと期待するところであります。
　市は人口増加対策がまちづくりの最重要課題と考え、一
昨年３月に「千歳市人口ビジョン・総合戦略～みんなで
９７, ０００プロジェクト～」を策定し、さまざまな施策を
戦略的に総動員しております。
　先人が守り育ててきた空港の活況が、ホテルなど受入れ施
設の拡充、新たな企業の進出や雇用の創出、人口の拡大とい
う好循環を生み、まちの活性化を牽引する大きな力になって
いることと、子育て支援策をはじめとする各種施策に総力を
あげて取り組んだ結果、人口は順調に伸び続け、新年度の早
い時期には、目標とする９７, ０００人を２年程度前倒しで
達成できる見込みとなったところであります。
　このことから、本年はこの勢いをさらに加速させ、まちの
さらなる「高み」を目指し、将来的には１０万人を目指すま
ちづくりを進めてまいりたいと考えております。
　そのため、保育定員のさらなる拡大や子ども医療費の助成
拡大をはじめ、緑小学校区における新たな学童クラブの開設、
さらには市民の生命や財産を守る防災行政無線のデジタル化
工事など、本年も引き続き、市民の皆さまとともに全力でま
ちづくりに邁進してまいる所存であります。
　また、千歳科学技術大学につきましては、平成３１年４月
の公立大学法人化に向け、市議会と協議を進めてまいります。
　新しい一年が、活力にあふれ、市民の皆さまの笑顔が輝く、
希望に満ちた年となりますよう心からお祈り申し上げ、新年
のごあいさつとさせていただきます。　

新
年　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨年の「成（成果・成
長）」を継続し、さら
なる「高み」を目指す一
年としてまいります。

平成 30 (2018) 年の
一年一字「高(こう・たかい)」
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中心市街地の核・民間商業施設タウンプラザ 1階に開設している
《まちライブラリー＠千歳タウンプラザ》が、昨年 12 月に 1周年を迎えました。

一般から寄贈された図書で成り立つ民間図書館であり、
地域住民の創意工夫で事業展開が行われる斬新な運営とあいまって、

学生や主婦層を中心に関心が寄せられています。
新春特集では、中心市街地に芽生えた新たな《にぎわいの場》をご紹介します。

まちなか×新・にぎわい
人 が つ な が る 千 歳 の 新 名 所・ ま ち ラ イ ブ ラ リ ー

新春
特集

〔 

撮
影
／
平
成
29
年
12
月
23
日
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
内 

〕
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「
中
心
市
街
地
に
あ
る
商
店
街
の
活

性
化
」
は
、今
や
全
国
の
自
治
体
に
と
っ

て
、
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
昭
和
50
年
代
か
ら
、

活
性
化
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
、
一
時
は
人
通
り
が
戻
り

ま
す
が
、
数
年
で
ま
た
人
影
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
う
状
況
が
繰
り
返
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

市
が
、平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
《
商

業
振
興
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
》

の
結
果
で
は
、
回
答
者
の
７
割
が
、
中

心
市
街
地
の
商
店
街
を
「
ほ
と
ん
ど
利

用
し
な
い
」
と
答
え
て
お
り
、
中
心
市

街
地
の
商
店
街
が
地
域
の
交
流
や
に
ぎ

わ
い
の
場
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い

る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
半
数

の
方
が
否
定
的
な
回
答
で
し
た
。

　

一
方
で
、
中
心
市
街
地
の
商
店
街
に

あ
っ
た
ら
利
用
し
た
い
と
思
う
も
の
に

つ
い
て
は
、「
市
民
活
動
や
交
流
の
場

所
」「
子
ど
も
の
遊
び
場
」「
高
齢
者
が

集
う
場
所
」
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
と

新
た
な
民
間
活
力

市
民
が
商
店
街
に
求
め
る
も
の
は
、
必

ず
し
も
《
買
い
も
の
》
だ
け
で
は
な
く
、

世
代
を
超
え
て
市
民
が
集
い
交
流
す
る

《
憩
い
の
場
》
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
市
民
ニ
ー
ズ
を
受
け
、
28

年
３
月
に
策
定
し
た
《
第
２
期
千
歳
市

商
業
振
興
プ
ラ
ン
》
で
は
、
基
本
目
標

の
一
つ
に
「
中
心
市
街
地
と
し
て
の
に

ぎ
わ
い
形
成
」
を
定
め
、
各
種
施
策
を

講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
同
年
12
月
に
《
千

歳
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
》の
施
設
所
有
者
は
、

同
施
設
内
を
改
装
。
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

や
室
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
併
設
な
ど
と
い
っ
た
、

民
間
活
力
に
よ
り
、
中
心

市
街
地
に
新
た
な
人
の
流

れ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、
20
年
前
と
今
年
の
年
末

の
状
況
を
比
較
し
た
中
心
市
街
地
の
ホ

テ
ル
🅗
の
配
置
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

ホ
テ
ル
の
数
は
、
４
棟
か
ら
９
棟
へ
、

客
室
数
は
４
１
３
室
か
ら
１
３
７
３
室

へ
と
３
倍
以
上
増
え
る
予
定
で
す
。

　

仮
に
、
１
部
屋
に
１
人
の
利
用
者

が
毎
日
宿
泊
す
る
と
仮
定
す
る
と
、

９
６
０
人
の
《
交
流
人
口
》
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
、
１
つ
の
町
内
人
口
に
匹

敵
す
る
人
の
数
が
、
中
心
市
街
地
に
集

中
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
ま
ち
な
か
に
外
国
人
な
ど
の

人
通
り
が
多
い
と
実
感
さ
れ
る
方
は
少

な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
交
流
人

口
増
加
の
現
れ
だ
と
い
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ホ
テ
ル
の
新
増
設
に
プ
ラ

ス
し
て
、
市
民
が
ま
ち
な
か
に
集
う
、

明
る
い
兆
し
も
見
え
て
き
ま
し
た
。《
ま

ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
＠
千
歳
タ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
》
で
の
市
民
交
流
活
動
で
す
。

　

こ
の
、
市
民
が
集
い
交
流
す
る
、
新

し
い
《
憩
い
の
場
》
は
、
昨
年
12
月
に

１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

ホ
テ
ル
の
新
増
設

　

今
年
、
千
歳
駅
の
東
側
と
仲
の
橋
通

に
、
新
た
に
２
つ
の
ホ
テ
ル
の
開
業
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
に
、
新
し
い
“
風
”が
吹
き
始
め
て
い
ま
す

中
心
市
街
地
の
象
徴
的
な
場
所
で
あ
る
《
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
》
に
、
連
日
、
高
校
生
や
親
子
連
れ
な
ど
の
若
い
世
代
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
市
民
の

皆
さ
ん
が
訪
れ
、
こ
れ
ま
で
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
、
新
し
い
人
の
動
き
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

２階のキッズスペースには平日で
も数多くの親子連れが集う

地下の室内パークゴルフ

公募で選ばれた
まちライブラリー
＠千歳タウンプラザ
のマスコットキャラクター
《ちーたん》

平成30年 平成10年

新春
特集

まちなか×新・にぎわい
人 が つ な が る 千 歳 の 新 名 所・ ま ち ラ イ ブ ラ リ ー

◀◀
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の
視
点
な
ど
か
ら
、
新
し
い
企

画
や
運
営
の
こ
と
を
話
し
合
い

ま
す
。
転
入
前
、
北
海
道
の
方

は
《
シ
ャ
イ
（
恥
ず
か
し
が
り

屋
）》
な
方
が
多
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、「
人
と
関
わ
り
た
い
」、

「
自
分
の
出
来
る
こ
と
で
誰
か

の
役
に
立
ち
た
い
」、
と
い
う

熱
い
気
持
ち
が
話
し
合
い
を
通

じ
て
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
私
は
、
人
と
人
と
が
直
接
触

れ
合
う
こ
と
の
な
い
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
）
社
会
の
中
で
、
現
代
の
人

は
別
の
も
の
を
求
め
始
め
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、《
つ
な
が
り
》
で

あ
り
、《
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
》
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か

ら
こ
そ
、「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」

を
大
切
に
す
る
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
が
、
若
者
も
含
め
市
民
の
皆

さ
ん
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の

だ
と
思
う
の
で
す
。

　
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
誰
で

も
・
ど
こ
で
で
も
始
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。《
本
の
巣
箱
》
の
設

置
な
ど
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
づ
く
り
」

を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
人

と
人
が
出
会
い
、
ま
ち
な
か
に
限

ら
ず
、
ま
ち
全
体
の
に
ぎ
わ
い
に

つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い

千
歳
に
移
住
し
、現
在
、マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。
ま

ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
最
大
の
特

徴
は
、《
本
》
を
通
じ
て
《
人
》

と
つ
な
が
る
こ
と
。
以
前
は
、

公
共
図
書
館
で
勤
め
て
い
ま
し

た
が
、
司
書
の
仕
事
は
カ
ウ
ン

タ
ー
の
外
に
も
あ
る
と
思
っ
て

き
た
私
に
と
っ
て
、
ま
ち
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
は
自
分
ら
し
く
い
ら

れ
る
職
場
で
す
。
ま
た
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
、
本
当
に
親
し

く
し
て
い
た
だ
き
、
転
入
者
に

も
ウ
ェ
ル
カ
ム
な
ま
ち
な
ん
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
が
一
緒
に
つ
く
る
図
書

館
と
い
う
考
え
方
で
、
月
１
回

《
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
》
を
開
催

し
、
利
用
者
の
視
点
、
主
催
者

まちライブラリー＠千歳タウンプラザ
は、市民が参加しながら一緒に育てて
いくことを期待されて誕生しました。
施設の企画、設置から運営まですべて
民間で実施されたのも珍しいケースだ
と思います。まちライブラリーの魅力
は、「私なんか何もできない」と思う方
でも、たった1冊、本の寄贈で場づくり
に参加できることです。気軽に立ち寄る
活動拠点として、1人でも多くの方が千
歳のまちに関心を持ち、主体的に参加し
てくれることを期待しています。私も、
毎月まちライブラリーのサポーター会議
に参加して、市民一人一人の意見を聴き、
時には背中を押して、新しい動きが出て
くるのを楽しみにしています。

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
＠
千
歳
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

司
書
／
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー   

久
重 

薫
乃 

さ
ん

Y
u

kin
o H

isa
sh

ige

ひさしげ
ゆきの さん

平成 28 年 10 月に、単身で
香川県から千歳に移住

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
社
会
の
中
で

現
代
人
は
、
別
の
も
の
を
求
め
て
い
る
と
思
う
。

まちライブラリー提唱者

礒
い そ い

井 純
よしみつ

充 さん

Yoshimitsu

Isoi

　

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
は
、
地
域
住

民
が
持
ち
寄
っ
た
本
を
、
ま
ち
の
カ

フ
ェ
、
オ
フ
ィ
ス
、
病
院
や
自
宅
な
ど

の
生
活
の
場
に
本
棚
を
設
置
し
、
広
く

活
用
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

づ
く
り
を
目
指
す
活
動
の
こ
と
で
す
。

平
成
23
年
に
大
阪
、
東
京
で
は
じ
ま
り
、

現
在
、
５
３
０
か
所
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

28
年
12
月
23
日
に
開
設
し
た
《
ま
ち

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
＠
千
歳
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
》

は
、
床
面
積
８
０
０
㎡
、
４
万
冊
の
本

を
所
蔵
で
き
る
国
内
最
大
の
民
間
図
書

館
で
す
。
貸
し
出
し
さ
れ
る
図
書
に
は
、

寄
贈
者
の
思
い
や
次
に
手
に
取
っ
た
方

の
感
想
を
連
ね
る
仕
組
み
が
施
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
会
話
や
飲
食
が
自
由
と
い

う
「
気
軽
さ
」
と
空
間
演
出
が
、
利
用

者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
新
し
い
図
書
館

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
は

まちライブラリー＠千歳タウンプラザ
http://machi-library.org/where/detail/2437/
開館時間／ 10:00-20:00
所在／千歳市幸町４丁目 30

千歳高校

市役所

千歳駅

千歳川

千歳
タウン
プラザ

森記念財団
普及啓発部長
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住
み
良
さ
か
ら
、
千
歳
に

移
住
し
て
40
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
が《
千

歳
デ
パ
ー
ト
》
だ
っ
た
こ
ろ
を

思
う
と
、
テ
ナ
ン
ト
が
変
わ
る

た
び
に
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
て
、

そ
の
変
わ
り
よ
う
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

　
「
寄
付
で
集
ま
っ
た
本
の
民

間
図
書
館
？
」「
お
し
ゃ
べ
り
、

飲
食
Ｏ
Ｋ
？
」
正
直
に
い
う
と
、

半
信
半
疑
で
し
た
。
し
か
し
、

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
「
千
歳

市
民
交
流
の
場
に
」
と
い
う
目

的
に
、
熱
意
あ
る
人
と
人
と
が

集
い
、
一
つ
の
こ
と
を
作
り
上

げ
て
い
く
過
程
に
感
動
し
て
、私

も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
一
人
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
団
体
で
は
な
く
、
個
人

と
し
て
の
活
動
で
す
。《
絵
本

de
つ
な
が
ろ
》
の
読
み
聞
か
せ

や
、
月
１
回
の
企
画
講
座
《
千

歳
を
知
ろ
う
！
》
な
ど
、ス
タ
ッ

フ
の
手
助
け
が
有
り
、
74
歳
に

な
る
私
に
も
、「
知
ら
な
い
こ

と
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
」、「（
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
）
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
、
驚
き
と
発

見
、
そ
し
て
充
実
の
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
《
千
歳
を
知
ろ
う
！
》
で
は
、

そ
の
道
に
通
じ
て
い
る
方
の
と

こ
ろ
に
へ
伺
い
、
講
師
役
を
お

願
い
し
て
回
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
じ
、
人
と
の
出
会

い
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
は
、「
千

歳
に
は
こ
ん
な
に
も
素
晴
ら

し
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
」
と

い
う
こ
と
。
自
然
や
施
設
だ
け
で

は
な
い
、《
人
が
素
晴
ら
し
い
ま

ち
》
で
あ
る
こ
と
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
、
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

は
、
そ
う
し
た
人
が
集
う
場
所
と

し
て
、
き
っ
と
千
歳
の
宝
物
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
考

え
方
に
共
感
し
て
、
所
蔵
し
て
い

た
絵
本
を
生
か
し
、
自
宅
で《
ま

ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
＠
ゆ
う
ま
い
絵

本
文
庫
》
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
、
絵
本
の
音
読
は
脳
ト
レ
に

も
効
果
が
あ
る
の
で
、
将
来
は
地

域
の
高
齢
者
が
集
う
《
認
知
症
カ

フ
ェ
》
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【森さん】週６日は勉強に来ています。家では
ゲームや漫画などの誘惑が多いので、最適な空
間ですね。【新川さん】ほかにもたくさんの方
が勉強していますので、自分も頑張ろうという
気持ちになれます。【村上さん】スタッフの皆
さんが親切で、声をかけてくれたり勉強も教え
てくれたり…《人があったかい図書館》ですね。

森
もり

  大
たいせい

聖 さん
（由仁町）

新
にいかわ

川  円
ま ど か

佳 さん
（市内）

村
むらかみ

上 久
く る み

瑠実 さん
（恵庭市）

常 連 の 皆
高 校 生

さ ん に 聞 き ま し た ！

ま ち
ライブラリー

の

　

タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
で
は
、
勉
強
す
る
学

生
、
一
人
で
読
書
を
し
て
い
る
お
じ
い

さ
ん
、絵
本
を
楽
し
む
親
子
な
ど
、自
宅
、

職
場
・
学
校
に
次
ぐ
第
３
の
居
場
所
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
過
ご
し
な

が
ら
同
じ
空
間
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
は
、
館
内
で
の
個

人
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
開
催
、
地
域
で

の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
開
設
の
相
談
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
会
員

や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人
脈
を
通
じ
て
、
講

演
の
登
壇
者
12
人
を
全
道
か
ら
短
期
間

で
招
集
し
ま
し
た
。
人
の
つ
な
が
り
が

織
り
な
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力
が
生
か

さ
れ
る
場
と
し
て
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

いしばし  みつこ  さん
平成 29年４月に自宅の６
畳ひと間に《まちライブラ
リー＠ゆうまい絵本文庫》
を開設／自由ケ丘５-２-15
／((23)8224
※赤い三角屋根が目印です。

素晴らしい人が集う場所。きっと、

千歳の宝物になるでしょう。

まちライブラリー・サポーター
石橋 光子 さん
Mitsuko Ishibashi 石橋さんの活動のきっかけ

「ちとせくうこうのはじまり」

個 人 活 動 が 熱 い

あ の 人 に

会 っ て き ま し た ！

サ
ー
ド
・
プ
レ
イ
ス
と
し
て
の
魅
力
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り

毎週㊐ 13:00-16:00



これまでとはちょっと違ったまち
の雰囲気で、仲の橋通が少しに

ぎやかになり、人の流れが変わり始め
たと実感しています。子ども連れの方
の姿が増えて、おかげさまでお店にも
足を運んでいただいています。
その昔、人でたいへんにぎわっていた
時代の《ニューサンロード》内でお店
を開いていたころを思い出します。近
所に同業の方の喫茶店が随分ありまし
たが、お客様を奪い合うことはありま
せんでした。きっと、人が集まること
自体が地域の魅力となって、それぞれ
のお店にとっても相乗効果があったの
だと思います。
まちライブラリーさんの人の集まりが
商店街全体へ広がるように、私たち昔
からあるお店も、《まちゼミ》を開催
しています。お店のことを知ってもら
い、市民の皆様に中心市街地に親しみ
を感じてもらえる取り組みが大切だと
考えています。

◇ 

◇ 

◇  

あ
と
が
き  

◇ 

◇ 

◇

　
今
回
の
特
集
で
は
、
中
心
市
街
地
の

一
角
に
芽
生
え
た
新
し
い
に
ぎ
わ
い
の

場
・
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
紹
介
し
ま

し
た
。
今
後
、
こ
の
活
動
が
追
い
風
と

な
り
、
市
民
に
注
目
さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
人
が
集
い
、
地
域
自
慢
の
ま
ち
づ
く

り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
に
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
　
新
し
い
居
場
所

や
人
と
の
《
つ
な
が
り
》
に
出
会
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ち
な
か
　  

の
声
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

東亜珈琲館（清水町４）

鈴
す ず き

木  英
ひでのり

範 さん

千歳市商店街振興組合連合会

専務理事  斉
さいとう

藤  元
もとひこ

彦 さん

タウンプラザ１階の《まちライブラ
リー》や２階の《ピッピちとせ》

に、多くの方がお越しになっています。
商店街振興組合連合会では、この「に
ぎわいの機会」を生かしたいと、各種
イベントとの連携など、新たな取り組
みを模索しています。
ニューサンロードには、十数年間シャッ
ターが閉まっているお店もありますが、
最近では若い方がお店を開くなど、明
るいニュースも舞い込んでいます。
千歳は道内でも人口が伸びている数少
ないまちで、今後数年は安心ですが、私
たちはその先を見なくてはなりません。
そのためには、タウンプラザに来られて
いる方や増えている観光客、ビジネスな
どでお越しいただいている方に、口伝え
で私たちのお店を紹介してもらえるよ
うに、良質なサービスを提供しなければ
生き残ることができません。
これからも将来をしっかり見据え、「愛
される商店街」として皆様をお出迎え
したいと思っています。

千歳市商店街振興組合連合会では、
昨年 11月に１か月間、《トクする
まちのゼミナール（まちゼミ）》を
千歳で初めて開催しました。商店
街の店主が講師役になって、お店
ならではの専門知識や技術などを
無料で教えてくれる少人数制のミ
ニ講座で、お店と市民とのコミュ
ニケーションや信頼づくりを目的
に開催されたものです。
第１回目は４つの商店街エリアで
19 店舗 ･ 全 24 講座が開催され、
参加者からは、「地元の店をよく知
る機会になった」、「またお店に行
きたい」など好評を博しました。
ほかにも小学生の夏休みイベント
《商店街探検ツアー》を市と協働で
開催するなど、老舗も、開業後間
もないお店も、互いを尊重しつつ、
新たなにぎわい創出に向けた取り
組みを始めています。

▲まちゼミで日本
酒の講座を行った
山田商店。／▶商
店街探検ツアーに
参画した博信堂。
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気軽で楽しい
教室・体験会も

ま ち ラ イ ブ ラ リ ー で は

特集記事について

商業労働課商業振興係
☎ (24)0598  
 ▪ＦＡＸ (22)8854

まちライブラリー＠千歳
タウンプラザのご案内

 ☎ (25)3544  
  ▪ＦＡＸ (25)3546

問 い 合 わ せ 先

 に ぎ わ い 創 出 に 向 け た

商 店 街 の 取 り 組 み

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

まち
ゼミ

トクするまちの
ゼミナール

（平成 29 年 11 月開催）
組 合 店 舗

水 彩 画 を 楽 し ん で 描 く

千歳でゆる～いデジカメ教室

パ ス テ ル 体 験

水彩画の基本を学び、水彩画の良さを生
かした作品を作成します。

デジタルカメラについて学ぶことや、撮影
地の情報交換・一緒に撮影に行くことも。

誰でも楽しめるパステルアートの体験。

新春
特集

まちなか×新・にぎわい
人 が つ な が る 千 歳 の 新 名 所・ ま ち ラ イ ブ ラ リ ー

※日程など詳しくはホームページをご覧ください。
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   今月の  
　 焦 点

　

生
選
考
委
員
会
の
審
査
を
経
て
決

定
し
て
い
ま
す
。

　

申
込
状
況
の
推
移
は
、
下
の
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
平
成
29
年

度
か
ら
、
修
学
を
望
む
、
よ
り
多

く
の
学
生
や
生
徒
が
奨
学
金
制
度

を
利
用
で
き
る
よ
う
、
交
付
人
数

を
高
校
生
の
部
で
45
人
か
ら
60
人

へ
、
大
学
生
の
部
で
20
人
か
ら
25

子
ど
も
の
向
学
心
を
応
援
す
る
奨
学
金
制
度

　

市
は
、
学
習
す
る
意
欲
や
能

力
が
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
な

理
由
で
修
学
が
困
難
な
学
生
や

生
徒
に
対
し
、
奨
学
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
の
交
付
は
、
市
内
に
住

民
登
録
が
あ
り
（
本
人
ま
た
は
保

護
者
）、
支
給
要
件
（
右
下
）
を

全
て
満
た
す
方
を
対
象
に
、
奨
学

支給要件
◎高等学校、高等専門学校、専修学校（修業年限が３年以上の
　高等課程または修業年限が２年以上の専門課程に限る）、大学
　（短期大学を含む）に在学している方
◎学資に乏しい方

◎学業が優良で素行が善良な方

部門
（予定人数） 対象 金額

高校の部
（60 人）

高校生
月額

7,000 円以内
高等専門学校生（１年生から３年生）
専修学校生
（修業年限が３年以上の高等課程）

大学の部

（25 人）

大学生 ( 短期大学含む）

月額
10,000 円以内

高等専門学校生
（４年生、５年生および専攻科）
専修学校
（修業年限が２年以上の専門課程）

上の手紙は、市の教育委員会に寄せられ
たものです。市が交付する奨学金を受
け、夢に向かって勉学に励む市内の高校
生からの感謝の言葉が綴られています。
市は、経済的な理由で修学が困難な学生
や生徒に対し、奨学金を交付しています。
この奨学金制度は、皆さんからの寄付によっ
て成り立っていることをご存じでしょうか。
今月の焦点は、未来を担う子どもたちを支
える奨学金制度についてお知らせします。

140

120

100

80

60

40

20

0
H25

78 83 82
68

82

40 30 33

26

46

118 113 115

94

128

H26 H27 H28 H29

過去５年間の申込状況

高校生の部
大学生の部

（人）

人
へ
拡
大
し
ま
し
た
。

　

奨
学
金
は
、
６
月
か
ら
年
４
回

に
分
け
て
交
付
し
ま
す
。
こ
の
奨

学
金
は
、
将
来
返
還
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
込
期
間
は
、
毎
年
３
月
１
日

か
ら
４
月
10
日
ま
で
。
平
成
30
年

度
の
申
込
手
続
は
、「
広
報
ち
と

せ
２
月
号
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

千
歳
市

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
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①
奨
学
金
の
財
源

　

奨
学
金
制
度
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
企
業
、
各
種
団
体
か
ら

の
善
意
あ
る
寄
付
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
寄
付
が
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
の
修
学
を
支
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
奨
学
金
の
主
な
財

源
は
、
寄
付
金
を
積
み
立
て
た

「
奨
学
基
金
」
の
運
用
益
に
よ
り

賄
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
低
金
利
に

よ
る
運
用
益
の
減
少
か
ら
、
現

在
は
、
奨
学
基
金
の
取
り
崩
し

に
よ
っ
て
、
奨
学
金
制
度
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
の
部
60
人
、
大
学
生

の
部
25
人
に
対
す
る
１
年
間
の

交
付
額
の
合
計
は
、
８
０
４
万

円
で
す
。
今
後
、
皆
さ
ん
か
ら

の
寄
付
が
な
い
と
仮
定
す
る
と
、

奨
学
基
金
の
残
高
７
１
０
５
万

円
（
平
成
29
年
４
月
時
点
）
は
、

約
９
年
間
で
底
を
つ
い
て
し
ま

い
、
奨
学
金
の
財
源
を
確
保
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。　
　

寄
付
で
成
り
立
つ
奨
学
金
制
度
へ
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

年　度 合計寄付金額 寄付件数

24 年度 　  7,185,239 円 45 件

25 年度 　  6,512,649 円 35 件

26 年度 　  7,481,271 円 35 件

27 年度 　  8,382,361 円 112 件

28 年度     10,595,069 円 231 件

②
奨
学
基
金
へ
の
寄
付　

　

奨
学
基
金
へ
の
寄
付
は
、
近
年

は
、《
ふ
る
さ
と
納
税
》
に
よ
り
、

件
数
、
金
額
と
も
に
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
奨
学
金
制

度
の
安
定
的
な
運
用
を
図
る
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
が
必

要
不
可
欠
で
す
。

　

奨
学
基
金
へ
の
寄
付
は
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。「
寄
附

申
込
書
」（
市
指
定
用
紙
）
に
奨

学
基
金
へ
の
寄
付
で
あ
る
こ
と

を
記
載
し
、総
務
課
総
務
係
（
市

役
所
２
階
20
番
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方

の
氏
名
（
個
人
名
、
企
業
名
、
団

体
名
な
ど
）
は
、
奨
学
金
制
度
が

皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
広
く
周
知
す

る
た
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
（
希
望
し
な
い

と
き
は
非
公
開
と
し
ま
す
）。

　

向
学
心
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

へ
の
寄
付
は
、
千
歳
の
未
来
に

対
す
る
投
資
と
も
い
え
ま
す
。

奨
学
金
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。　

奨学生からの感謝の声

奨学基金へ寄付をいただいた方に、奨学生から寄せられた感謝
の声をお礼状とともにお送りしています。
ここでは、平成 28 年度の奨学生から寄せられた声の一部をご紹
介します。

●模試では初めて１位になることができました。このような結果を
出すことができたのは、奨学金をいただいたからと感じています。
学生生活を手助けしていただき、本当にありがとうございました。

○大学を卒業することができました。このご恩は、私が大学の４
年間で学んだ《グラフィックデザイン》で千歳市、北海道の活性
化の手助けをしてお返しさせていただきます。

●奨学金のおかげでアルバイトに時間を割かなくて済み、学校生活
や学習に集中することができました。部活動では、市内のテニス大
会で賞状をいただくなど、満足のいく結果を残すことができました。

○夢である薬剤師になるために必要な薬学部のある第一志望の
大学に合格することができました。大学の勉強は簡単ではない
と思いますが、これからも自分の夢に向かって頑張りたいです。

奨学金制度に関する
お問い合わせ

千歳市教育委員会 教育部
企画総務課 総務係

 (24)0819　▪ＦＡＸ (27)3743

寄付の申し込みに関する
お問い合わせ

総務部 総務課 総務係
 (24)0109　▪ＦＡＸ (22)8852



10広報ちとせ 平成 30(2018) 年 1 月号

(
は
、
直
通
電
話
、　 

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
で
す
。

内
線
表
示
が
あ
る
と
き
、
夜
間
、
土
・
日
・
祝
日
、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
、
市
役
所
の
代
表

(　
(24)
３
１
３
１
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

■FAX

I  N  F  O  R  M  A  T  I  O  Nトヒック T O P I C

。お 知 ら せ

　

市
の
防
災
行
政
無
線
は
、
設
置

か
ら
36
年
が
経
過
し
、
住
宅
地
の

拡
大
や
建
物
の
高
層
化
に
よ
る
音

の
反
響
に
よ
り
放
送
が
聞
き
取
り

づ
ら
く
な
っ
て
い
る
場
所
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
、
デ
ジ
タ

ル
化
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
更
新
で
は
、
屋
外
放
送

塔
の
設
置
場
所
の
見
直
し
を
行
い
、

音
の
反
響
を
緩
和
し
ま
す
。
ま
た
、

高
性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
を
採
用
し
、

現
在
よ
り
も
聞
き
取
り
や
す
く
す

る
ほ
か
、
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か

っ
た
と
き
に
電
話
で
の
問
い
合
わ

せ
で
放
送
内
容
を
確
認
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
緊
急
情
報
を
よ

り
確
実
に
皆
さ
ん
へ
周
知
す
る
た

め
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
工
事
期
間
】
平
成
30
～
31
年
度

【
運
用
開
始
】
平
成
32
年
度
～


(24)
０
１
４
４

本庁舎
２階21

危
機
管
理
課
主
査

防
災
シ
ス
テ
ム
担
当

(22)
８
８
５
２

■FAX

　

防
災
行
政
無
線
は
、
屋
内
に
い

る
と
き
や
気
象
条
件
な
ど
に
よ
っ

て
は
、
放
送
内
容
が
聞
き
取
り
づ

ら
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
防
災
行

政
無
線
が
鳴
っ
て
い
る
こ
と
に
気

が
付
い
た
ら
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
携
帯
電
話
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
、
適
切
な

避
難
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
気
象
情
報
や
災
害
情
報
な

ど
の
緊
急
情
報
は
、
千
歳
市
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
「
緊
急
・
防
災
情
報
」

で
も
メ
ー
ル
配
信
し
て
い
ま
す
。
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
登
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

左
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

お願い

　

市
は
、
毎
月
第
４
水
曜
日
14
時

ご
ろ
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
利
用
し
た

定
期
的
な
情
報
伝
達
訓
練
と
し
て
、

防
災
行
政
無
線
放
送
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
防
災
行
政

無
線
放
送
に
不
具
合
が
な
い
こ
と

を
確
認
で
き
た
た
め
、
平
成
29
年

12
月
27
日
㈬
の
放
送
を
も
っ
て
、

定
期
的
な
情
報
伝
達
訓
練
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し

た
緊
急
地
震
速
報
訓
練
や
全
国
一
斉

の
情
報
伝
達
訓
練
な
ど
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
定
期
的
な

情
報
伝
達
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た本庁舎

２階21

(22)
８
８
５
２

■FAX 
(24)
０
１
４
４

危
機
管
理
課

防
災・危
機
対
策
係

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド本庁舎

１階８

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
３
２
７

障
が
い
者
支
援
課

自
立
支
援
係

●
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は

　

周
囲
の
方
に
援
助
や
配
慮
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
の

も
の
で
す
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
つ
け
て

い
る
方
を
見
か
け
た
と
き
は
、
思
い
や

り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
配
布
対
象
】
義
足
や
人
工
関
節

を
使
用
し
て
い
る
方
、
内
部
障
が

い
の
方
、
妊
娠
初
期
の
方
な
ど

●
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

　

災
害
や
緊
急
時
な
ど
、
周
囲
の

人
に
手
助
け
を
求
め
る
た
め
に
掲

示
す
る
も
の
で
す
。
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
沿
っ
た

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
配
布
対
象
】
障
が
い
な
ど
で
周

囲
か
ら
の
手
助
け
が
必
要
な
方

※
い
ず
れ
も
障
が
い
者
支
援
課
の

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
は
、
災

害
時
に
手
助
け
が
必
要
な
方
に
対
し
、

地
域
の
方
が
平
常
時
か
ら
支
援
や
見
守

り
に
役
立
て
る
た
め
に
使
用
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
名
簿
へ
の
登
録
を
希
望

し
、
個
人
情
報
を
町
内
会
な
ど
地
域

の
方
に
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
す

る
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
暮

ら
す
方
、
②
75
歳
以
上
の
高
齢
者

と
15
歳
未
満
の
方
の
み
で
暮
ら
す

方
、
③
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
、
④
障
が
い
の
あ
る
方
、
⑤

自
力
で
の
避
難
が
難
し
い
方
（
①

～
④
を
除
く
）

【
提
供
さ
れ
る
個
人
情
報
】
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
、

身
体
の
状
況

【
登
録
方
法
】
２
月
28
日
㈬
ま
で
に

同
意
書（
市
指
定
用
紙
）を
提
出（
名

簿
へ
の
情
報
登
録
は
、５
月
に
実
施
）

※
３
月
１
日
㈭
以
降
の
受
付
分

は
、
10
月
に
登
録
を
行
い
ま
す
。

(22)
８
８
５
１

■FAX

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

福
祉
課
総
務
係

(24)
０
２
９
２

本庁舎
１階９

市
役
所
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
越
し
に
な
る
方
へ

本庁舎
２階 20

(22)
８
８
５
２

■FAX 
(24)
０
１
１
３

総
務
部
主
幹
（
第
２

庁
舎
等
建
設
担
当
）

　

第
２
庁
舎
建
設
工
事
に
伴
い
駐

車
場
が
狭
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
役
所
や
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
越
し
の
際
は
、
で
き
る
だ
け

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
い
た
だ

く
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
工
事
期
間
】
12
月
14
日
㈮
ま
で

窓
口
で
配
布
（
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
）。

※
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
受
け
取
る
と

き
に
は
、申
込
書
に
氏
名
や
年
齢
、

配
慮
を
必
要
と
す
る
理
由
な
ど
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

導入予定の
スピーカー
（イメージ）

千歳印刷
ノート注釈



円
付
き
）
／
３
５
０
０
枚
発
行

【
対
象
】
市
内
で
登
録
事
業
者
に

よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど

を
予
定
を
し
て
い
る
方

※
増
改
築
を
含
む
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
、
板
金
工
事
、
左
官
工
事
、
塗
装

工
事
、
電
気
工
事
、
造
園
工
事
な
ど
。

【
購
入
限
度
】
１
世
帯
25
枚
／
１

回
限
り
（
購
入
金
額
で
50
万
円
、

額
面
総
額
55
万
円
ま
で
）

※
耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
く
耐
震
改

修
工
事
を
行
う
と
き
、
ま
た
は
、
空

き
家
の
改
修
工
事
（
解
体
含
む
）
を

行
う
と
き
は
50
枚
（
購
入
金
額
で

１
０
０
万
円
、
額
面
総
額
１
１
０
万

円
ま
で
）
購
入
可
能
。

【
申
込
期
間
】
３
月
２
日
～
４
月

20
日
（
平
日
の
９
時
～
17
時
）

【
申
込
先
】
千
歳
商
工
会
議
所　

 

(23)
２
１
７
５ 

 

(22)
２
１
２
２

※
詳
し
く
は
広
報
ち
と
せ
２
月
号

（
号
外
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
リ
フ
ォ
ー
ム
券
の
販
売
は
、
平

成
30
年
度
で
終
了
予
定
で
す
。
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くらし

納
付
済
確
認
通
知
書
を

発
行
し
ま
す

本庁舎
１階３

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
２
８
７

国
保
医
療
課

収
納
係

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
支
払

い
で
、
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る

方
へ
確
定
申
告
な
ど
の
納
付
証
明
と

な
る
納
付
済
確
認
通
知
書
を
発
行
し

ま
す
。
１
月
15
日
㈪
以
降
、
対
象
と

な
る
納
付
義
務
者
（
口
座
名
義
人
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）
へ
郵
便
は
が
き
で

送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
直

接
支
払
い
）
の
方
は
、
年
金
の
源
泉

徴
収
票
に
控
除
金
額
が
記
載
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連

施
設
の
整
備
を
予
定
さ
れ
る
方
へ本庁舎

３階 35

(22)
８
８
５
３

■FAX 
(24)
０
４
８
２

交
流
推
進
課

交
流
推
進
係

　

農
家
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
産
物

加
工
・
直
売
所
、
観
光
農
園
な
ど

の
《
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
関

連
施
設
》
は
、
市
の
計
画
に
適
合

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
整
備
（
建

築
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
は
、
平
成
30
年
度
に
計
画
の

変
更
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、
関

連
す
る
施
設
の
整
備
計
画
を
調
査
し

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
以
降
に

市
内
の
市
街
化
調
整
区
域
内
で
関

連
施
設
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る

方
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
施
設
の
例
】
農
作
業
体
験
施
設
▼

農
畜
産
物
加
工
体
験
、
地
域
農
業

資
料
展
示
な
ど
の
教
養
文
化
施
設

▼
展
望
所
、
あ
ず
ま
や
な
ど
の
休

養
施
設
▼
集
会
場
、
研
修
所
な
ど

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

お
申
し
出
く
だ
さ
い

本庁舎
１階５

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
１
６
８

税
務
課
家
屋
係

　
平
成
29
年
12
月
31
日
㈰
ま
で
に

住
宅
、
店
舗
、
事
務
所
、
物
置
、

車
庫
な
ど
の
建
物
を
取
り
壊
し
た

と
き
は
、
平
成
30
年
度
の
家
屋
に

対
す
る
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

な
い
た
め
、お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
、
平
成

30
年
度
の
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

就
学
援
助

入
学
準
備
金
の
申
請
に
つ
い
て教委庁

舎２階

(27)
３
７
４
３

■FAX 
(24)
０
８
３
９

学
校
教
育
課

学
校
教
育
係

【
対
象
者
】
就
学
援
助
認
定
者
（
準

要
保
護
）
の
う
ち
、
平
成
30
年
度

新
小
学
１
年
生
、
新
中
学
１
年
生

※
認
定
に
は
、
家
族
構
成
に
応
じ

た
所
得
審
査
や
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
資
格
確
認
な
ど
が
必
要
で
す
。

【
支
給
予
定
日
】
①
２
月
28
日
㈬
、

②
３
月
９
日
㈮
、
③
３
月
30
日
㈮

※
支
給
は
、い
ず
れ
か
１
回
の
み
。

【
申
請
期
間
】①
２
月
９
日
㈮
ま
で
、

②
２
月
13
日
～
20
日
、
③
２
月
21
日

～
３
月
９
日

※
新
中
学
１
年
生
は
、
平
成
29
年

度
６
年
生
の
認
定
者
に
①
２
月
28

日
㈬
に
支
給
す
る
た
め
、
申
請
不

要
（
入
学
準
備
金
以
外
の
就
学
援

助
は
、
別
途
申
請
が
必
要
）。　

【
申
請
方
法
】
申
請
書
（
市
指
定
用

紙
）、
印
鑑
、
平
成
29
年
度
所
得

証
明
書
（
平
成
29
年
１
月
１
日
時

点
で
他
市
町
村
に
住
ん
で
い
た
方

の
み
）
を
持
参

学
童
ク
ラ
ブ
・
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館

登
録
（
４
月
～
）
の
申
し
込
み本庁舎

１階７

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
３
４
０

こ
ど
も
政
策
課

保
育
係

①
学
童
ク
ラ
ブ

【
対
象
】
保
護
者
が
就
労
ま
た
は
病

気
な
ど
で
昼
間
、
留
守
に
な
る
小

学
１
年
～
６
年
生
ま
で
の
児
童

※
保
護
者
の
勤
務
日
が
週
３
日
以
上
、

か
つ
勤
務
終
了
時
間
が
15
時
以
降
の

と
き（
１
年
生
は
14
時
以
降
で
も
可
）。

【
申
込
方
法
】
申
込
書
・
同
意
書
・

扶
養
親
族
申
告
書
（
市
指
定
用

紙
）、
就
労
証
明
書
な
ど
の
就
労

状
況
が
わ
か
る
書
類
、
源
泉
徴
収

票
ま
た
は
確
定
申
告
書
（
控
）、

通
帳
、
通
帳
印
を
持
参

②
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館

【
対
象
】
保
護
者
が
就
労
ま
た
は
病

気
な
ど
で
昼
間
、
留
守
に
な
る
小

学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童

※
保
護
者
が
出
産
や
介
護
な
ど
で
一
時

的
に
昼
間
留
守
に
な
る
と
き
を
含
む
。

【
申
込
方
法
】申
込
書・同
意
書（
市

指
定
用
紙
）、
就
労
証
明
書
な
ど
の

就
労
状
況
が
わ
か
る
書
類
を
持
参

▽
①
②
共
通
事
項

【
申
込
期
限
】
１
月
31
日
㈬

の
集
会
施
設
▼
フ
ァ
ー
ム
イ
ン
な

ど
の
宿
泊
施
設
▼
直
売
所
、
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
の
販
売
施
設

【
申
出
期
限
】
２
月
16
日
㈮　

ち
と
せ
プ
レ
ミ
ア
ム

リ
フ
ォ
ー
ム
券
を
販
売
し
ま
す西庁舎

１階

(42)
３
１
３
５

■FAX 
(24)
０
６
９
９

建
築
課
建
築
係

【
内
容
】
２
万
２
千
円
券
（
購
入

額
２
万
円
・
プ
レ
ミ
ア
ム
分
２
千

■FAX

　

義
務
教
育
に
お
け
る
児
童
生
徒
・

保
護
者
の
心
の
悩
み
に
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
専
門
的
な
立
場

で
助
言
・
援
助
を
行
い
ま
す
。

【
と
き
】
１
月
12
、
29
日
、
２
月
20
、

26
日
、
３
月
12
、
27
日
（
９
時
～

16
時
）

【
と
こ
ろ
】
教
育
委
員
会
庁
舎
２
階

相
談
室
（
前
日
ま
で
の
予
約
制
）

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
教
育
相
談

青
少
年
課

生
徒
指
導
係


(24)
０
８
５
９

(27)
３
７
４
３

■FAX

教委庁
舎２階

相談

市
立
認
可
外
保
育
所
の
入
所

児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す

本庁舎
１階７

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
３
４
０

こ
ど
も
政
策
課

保
育
係

【
保
育
所
】
支
笏
湖
、
東
千
歳
、
中

央
、
駒
里
各
保
育
所

【
対
象
】
各
保
育
所
の
地
域
に
居
住

ま
た
は
通
勤
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の

要
件
を
満
た
す
家
庭
の
子
（
４
月
１

日
現
在
で
お
お
む
ね
２
歳
か
ら
就
学

前
）▼
共
働
き
の
家
庭
▼
長
期
入
院
、

病
人
の
介
護
、
産
前
産
後
（
２
か
月

間
）
の
状
況
に
あ
る
家
庭
▼
そ
の
ほ

か
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
保

育
を
必
要
と
す
る
家
庭

【
保
育
期
間
】
４
月
～
12
月
（
８
時

～
17
時
）

【
申
込
方
法
】
保
育
所
入
所
申
込
書
、

同
意
書
、
扶
養
親
族
申
告
書
、
就
労

証
明
書
（
自
営
業
の
方
は
民
生
委
員

の
証
明
書
）、
平
成
29
年
分
の
源
泉
徴

収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書
（
控
）、
母

子
健
康
手
帳
、
通
帳
、
通
帳
印
を
持
参

※
入
所
理
由
に
よ
っ
て
証
明
書
類

な
ど
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
期
間
】
２
月
９
日
～
16
日
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職員
募集

①
勇
舞
６
丁
目
６
番
５
（
宅
地
）

【
面
積
】
２
８
７
・
50
㎡

②
勇
舞
６
丁
目
６
番
７
（
宅
地
）

【
面
積
】
３
９
５
・
00
㎡

※
勇
舞
地
区 

地
区
計
画
に
よ
り
、

住
宅
の
建
設
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
最
低
売
却
価
格
な
ど
の
詳
細
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
市
有
財
産
（
土
地
）

売
却
一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書

兼
誓
約
書
、
住
民
票
（
法
人
の
場

合
は
、
登
記
事
項
証
明
書
、
定
款

の
写
し
、
役
員
名
簿
）、
印
鑑
（
登

録
）
証
明
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送

【
申
込
期
限
】
１
月
31
日
㈬ 

17
時

※
郵
送
の
と
き
は
、
一
般
書
留
か

簡
易
書
留
郵
便
で
同
日
必
着
。

【
入
札
】
２
月
２
日
㈮ 

14
時 

市
役

所
地
下
入
札
室

【
申
込
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町

２
丁
目
34　

千
歳
市 

総
務
部 

契

約
管
財
課 

管
財
係

市
有
地
を
お
売
り
し
ま
す

（
一
般
競
争
入
札
）

契
約
管
財
課

管
財
係


(24)
０
５
４
０

(22)
８
８
５
４

■FAX

本庁舎
４階 42

【
内
容
】
市
の
概
要
説
明
、
冬
道
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
体
験
、
暖
房
設
備
の

種
類・コ
ス
ト
説
明
、住
宅
地
見
学
、

住
宅
建
築
工
場
の
見
学
な
ど

【
と
き
】
２
月
10
日
㈯ 

９
時
15
分

～
15
時
（
予
定
）

【
集
合
場
所
】
千
歳
ア
ル
カ
デ
ィ

泉
沢
向
陽
台
住
宅
地

見
学
ツ
ア
ー
冬
Ｖ
ｅ
ｒ
．

開
発
振
興
課

開
発
振
興
係


(42)
５
５
０
１

(42)
０
５
５
４

■FAX

アルカディ
ア ･ プラザ

学
校
施
設
開
放
管
理
指
導
員

（
非
常
勤
職
員
）
を
募
集
し
ま
す教委庁

舎１階

(27)
３
７
７
０

■FAX 
(24)
０
８
５
５

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
施
設
係

【
勤
務
内
容
】
学
校
体
育
館
一
般
開

放
の
管
理
業
務
（
北
栄
、
千
歳
第

二
、
高
台
、
北
陽
各
小
学
校
）

【
募
集
人
員
】
４
人

【
勤
務
時
間
】
土
・
日
曜 

９
時
～
21

時
（
利
用
希
望
が
あ
っ
た
と
き
の

み
勤
務
）

【
報
酬
】
１
勤
務　

２
３
０
０
円

※
勤
務
時
間
に
応
じ
た
割
増
し
あ
り
。

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
方
法
】
２
月
９
日
㈮
ま
で
に

履
歴
書
（
市
指
定
用
紙
）
を
提
出

巡
回
支
援
専
門
員
（
非
常

勤
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

福祉セン
ター２階

(27)
１
１
１
３

■FAX 
(24)
０
３
５
３

こ
ど
も
療
育
課

相
談
支
援
係

【
勤
務
内
容
】
保
育
施
設
な
ど
を
巡

回
し
、
児
童
の
発
達
支
援
に
関
す

る
助
言
な
ど
を
行
う

【
資
格
・
募
集
人
員
】
昭
和
32
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
▼

臨
床
心
理
士
か
臨
床
発
達
心
理
士
の

資
格
を
有
し
、
障
が
い
児
支
援
に
対

す
る
助
言
が
可
能
な
方
▼
特
別
支
援

オ
リ
ジ
ナ
ル
出
生
記
念

証
明
書
を
交
付
し
ま
す

本庁舎
１階１

(49)
２
０
５
５

■FAX 
(24)
０
２
６
４

市
民
課
市
民
係

ア･

プ
ラ
ザ

【
参
加
料
】
無
料
（
昼
食
付
）

【
定
員
】
40
人
（
申
込
順
）

【
申
込
方
法
】
泉
沢
向
陽
台
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
申
込
フ
ォ
ー
ム
（https://

w
w

w
.chitose-izum

isaw
a .jp/

）
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み

【
申
込
期
限
】
２
月
２
日
㈮

公募

保
育
士
等
合
同
就
職
面
接
・

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

本庁舎
１階７

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
３
４
１

こ
ど
も
政
策
課

こ
ど
も
政
策
係

【
内
容
】
市
内
保
育
施
設
な
ど
の
紹

介
や
求
人
ブ
ー
ス
な
ど

【
対
象
】
保
育
士
な
ど
と
し
て
再
就

職
を
考
え
て
い
る
方
、
保
育
士
な

ど
を
目
指
す
方

【
と
き
】
１
月
28
日
㈰　

13
時
30
分

～
16
時

【
と
こ
ろ
】
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル

【
参
加
料
】
無
料

※
申
込
不
要
（
託
児
希
望
者
は
、

１
月
25
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
み
）。

学
校
給
食
用
物
品
納
入
業
者
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す

給食セ
ンター

(23)
３
５
９
９

■FAX 
(23)
３
５
９
１

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
業
務
係

【
購
入
物
品
】
鶏
卵
、
肉
類
、
青
果

類
、
練
製
品
、
豆
製
品
、
冷
凍
品
、

缶
詰
類
、
調
味
料
、
乾
物
類
、
添

加
物
（
ジ
ャ
ム
な
ど
）、
乳
製
品
、

菓
子
類
、
麺
類
、
パ
ン

【
有
効
登
録
期
間
】
４
月
１
日
～

平
成
32
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

【
申
請
方
法
】
申
請
書
（
市
指
定
用

紙
）
な
ど
の
必
要
書
類
を
持
参
（
郵

送
不
可
）

【
申
請
期
間
】１
月
10
日
～
23
日（
平

日
の
９
時
～
16
時
）

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

本庁舎
３階 36

(22)
８
８
５
３

■FAX 
(24)
０
１
８
３

市
民
生
活
課

市
民
生
活
係

【
内
容
】
ス
ー
パ
ー
で
の
食
料
品
、

家
庭
用
品
の
価
格
調
査
、
燃
料
店

な
ど
で
の
価
格
聞
き
取
り
調
査
、

消
費
生
活
行
事
へ
の
協
力
な
ど

【
対
象
・
募
集
人
員
】
市
内
に
居

住
す
る
20
歳
以
上
の
方
で
、
４
月
上

旬
に
開
催
す
る
説
明
会
の
出
席
と
毎

月
の
調
査
が
で
き
る
方
／
10
人

【
報
酬
】
月
額
２
５
０
０
円

【
任
期
】
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平

成
31
年
３
月
31
日

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
（
市
指
定

用
紙
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

【
申
込
期
限
】
１
月
19
日
㈮ 

必
着

【
申
込
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町
２

丁
目
34　

千
歳
市 

市
民
環
境
部 

市
民
生
活
課 

市
民
生
活
係　

学
校
教
諭
の
免
許
を
有
し
、
特
別
支

援
学
校
ま
た
は
特
別
支
援
学
級
教
員

の
経
験
が
あ
り
、
乳
幼
児
期
の
発
達

障
害
に
関
す
る
助
言
が
可
能
な
方
▼

大
学
（
院
）
で
発
達
心
理
学
、
教
育

学
、
児
童
心
理
学
を
履
修
す
る
学
部

を
卒
業
す
る
か
、
こ
れ
ら
の
学
科
を

専
修
す
る
課
程
を
卒
業
し
た
方
で
、

障
が
い
児
療
育
の
実
務
経
験
が
５
年

以
上
あ
り
、
障
が
い
児
に
対
す
る
専

門
的
な
助
言
が
可
能
な
方
／
１
人

【
勤
務
時
間
】
９
時
15
分
～
17
時
15

分
（
休
憩
45
分
）
／
週
２
日
程
度

【
報
酬
】
時
給
１
７
５
０
円

※
通
勤
費
支
給
。
雇
用
保
険
適
用
。

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日
（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
期
間
】
１
月
10
日
～
２
月
９
日

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
、
資
格
証
明
書

な
ど
の
写
し
を
持
参（
郵
送
不
可
）

【
対
象
】
平
成
30
年
１
月
１
日
以
降

に
市
へ
出
生
届
を
提
出
し
た
方

【
交
付
手
数
料
】
無
料

【
申
請
期
間
】
出
生
届
を
提
出
し
た

日
か
ら
14
日
以
内

※
出
生
届
１
通
に
つ
き
１
枚
交
付

し
ま
す
（
再
交
付
不
可
）。

※
出
生
記
念
証
明
書
は
、
出
生
の

事
実
の
公
証
や
出
生
届
が
受
理
さ

れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
休
日
・
夜
間
窓
口
・
各
支
所
へ

出
生
届
を
提
出
し
、
出
生
記
念
証

明
書
の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、

市
民
課
窓
口
へ
本
人
確
認
書
類
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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納
税
課 

(　
（24）
０
１
６
９  

　　
（22）
８
８
５
１

消
費
税　

輝
く
未
来
へ　

バ
ト
ン
パ
ス
（
平
成
29
年
度
「
税
に
関
す
る
標
語
」
最
優
秀
賞　

勇
舞
中
３
年　

水み
ず
し
ま嶋　

陸り
く
と翔
さ
ん
）

■FAX

市 役 所 か ら の お 知 ら せ

【
職
種
・
募
集
人
員
・
受
験
資
格
】

看
護
事
務
員
／
１
人
／
昭
和
48
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
高
卒

以
上
の
学
歴
と
医
療
機
関
で
の
事

務
の
実
務
経
験
（
診
療
報
酬
請
求

事
務
の
経
験
期
間
を
除
く
）
を
５

年
以
上
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用

し
た
事
務
処
理
が
で
き
る
方

【
勤
務
時
間
】
週
29
時
間

【
報
酬
】
月
額
14
万
５
６
０
０
円

※
任
用
６
か
月
後
か
ら
、
６
月
と
12
月

に
報
酬
加
算（
１
か
月
分
）の
支
給
あ
り
。

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日（
再
任
用
あ
り
）

【
試
験
方
法
】
一
次
試
験
／
性
格
適

性
検
査
、
作
文
、
面
接
試
験
／
２

月
13
日
㈫　

９
時
～
▼
二
次
試
験
／

身
体
検
査
／
日
程
は
一
次
試
験
合

格
者
に
通
知

【
申
込
書
類
】申
込
書
・
履
歴
書（
市

指
定
用
紙
）、
生
年
月
日
が
確
認

で
き
る
も
の
の
写
し
な
ど

【
申
込
期
限
】
１
月
29
日
㈪

※
郵
送
の
と
き
は
簡
易
書
留
郵
便

で
、
同
日
必
着
。

【
申
込
先
】
〒
066-

8550　

北
光
２
丁

目
１-

１　

市
立
千
歳
市
民
病
院 

事
務
局 

総
務
課 

総
務
係

看
護
事
務
員（
非
常
勤
職
員
）

を
募
集
し
ま
す

市
民
病
院
事
務
局

総
務
課
総
務
係

(24)
３
０
０
０

■FAX
(24)
３
０
０
５

市民病
院２階

内線 233

【
勤
務
内
容
】郵
便
物
の
収
受
・
発

送
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
デ
ー

タ
入
力
、
事
務
補
助
な
ど

【
受
験
資
格
・
募
集
人
員
】
身
体
障

害
者
手
帳
（
１
～
６
級
）
の
交
付
を

受
け
、
活
字
印
刷
文
で
の
出
題
と
口

頭
面
接
に
対
応
で
き
る
方
▼
採
用

後
、
介
助
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
と

通
勤
が
可
能
な
方
／
２
人

【
勤
務
場
所
・
時
間
】
市
役
所
本
庁

舎
ま
た
は
水
道
局
庁
舎
／
平
日
８
時

45
分
～
17
時
15
分

【
報
酬
】
日
額
６
５
０
０
円

※
通
勤
費
支
給
。
社
会
保
険
・
雇

用
保
険
適
用
。

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
４
月
１
日

（
水
道
局
は
６
月
１
日
）
か
ら
６
か

月
間
（
再
任
用
あ
り
）

【
試
験
方
法
】
性
格
適
性
検
査
、
実

技
試
験
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基

本
操
作
）、
個
別
面
接
／
２
月
９

日
㈮  

９
時
～
13
時
／
市
役
所
議

会
棟
大
会
議
室

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
写
し
、
就
業
条
件
申
出

臨
時
的
任
用
職
員
（
身
体
に
障
が

い
の
あ
る
方
）
を
募
集
し
ま
す本庁舎

４階 41

(22)
８
８
５
４

■FAX 
(24)
０
５
０
２

職
員
課
人
事
係

管
理
栄
養
士
（
臨
時
的
任

用
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

保健セ
ンター

(24)
８
４
１
８

■FAX 
(24)
０
１
７
７

市
民
健
康
課

特
定
健
診
係

【
勤
務
内
容
】
特
定
保
健
指
導
（
要
経

験
者
）、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
事
務

【
資
格
・
募
集
人
員
】
管
理
栄
養

士
の
有
資
格
者
／
若
干
名

【
勤
務
場
所
】
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

【
勤
務
日
数
】月
４
～
10
日（
要
相
談
）

【
報
酬
】
時
給　

９
８
０
円

※
通
勤
費
支
給
。

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
２
月
～
平

成
30
年
３
月
（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
方
法
】
１
月
26
日
㈮
ま
で
に

履
歴
書
（
市
指
定
用
紙
）、
資
格
証

明
書
の
写
し
を
持
参
。

学
校
看
護
師
・
特
別
支
援

教
育
支
援
員
を
募
集
し
ま
す教委庁

舎２階

(27)
３
７
４
３

■FAX 
(24)
０
５
０
０

学
校
教
育
課

特
別
支
援
教
育
係

①
学
校
看
護
師
（
非
常
勤
職
員
）

【
勤
務
内
容
】
児
童
の
医
療
的
ケ
ア

や
介
助
に
関
す
る
業
務
な
ど

【
資
格
・
募
集
人
員
】
昭
和
30
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
看
護
師
ま
た

は
准
看
護
師
免
許
を
有
す
る
方
／
２
人

【
勤
務
場
所
】
市
内
小
学
校

【
勤
務
時
間
】
週
20
時
間
以
内
（
学

校
授
業
日
の
み
）

【
報
酬
】 

時
給
１
０
７
５
円
（
準

准
看
護
師
は
時
給
９
２
５
円
）

※
通
勤
費
支
給
。労
災
保
険
適
用
。

②
特
別
支
援
教
育
支
援
員（
非
常
勤
職
員
）

【
勤
務
内
容
】
通
常
学
級
で
特
別
な

支
援
を
要
す
る
児
童
・
生
徒
の
学

習
指
導
サ
ポ
ー
ト
や
生
活
介
助

【
資
格
・
募
集
人
員
】
昭
和
30
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
小
・
中
・

特
別
支
援
学
校
な
ど
の
教
員
免
許

を
有
す
る
方
／
10
人
程
度

【
勤
務
場
所
】
市
内
小
・
中
学
校

【
勤
務
時
間
】
週
22
時
間
以
内
（
学

校
授
業
日
の
み
）

【
報
酬
】 

時
給
１
１
０
０
円

※
通
勤
費
支
給
。
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
適
用
。

▽
①
②
共
通
事
項

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日（
再
任
用
あ
り
）

【
面
接
日
程
】
２
月
上
旬
予
定

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
、
免
許
の
写

し
を
持
参
ま
た
は
郵
送

【
申
込
期
限
】
１
月
24
日
㈬

※
郵
送
の
と
き
は
、当
日
消
印
有
効
。

【
申
込
先
】 

〒
066-

8686　

東
雲
町
２

丁
目
34 

千
歳
市 

教
育
委
員
会 

教
育

部 

学
校
教
育
課 

特
別
支
援
教
育
係

交
通
安
全
教
育
指
導
員
と

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す本庁舎

３階 36

(22)
８
８
５
３

■FAX 
(24)
０
２
６
３

市
民
生
活
課

防
犯･

交
通
安
全
係

①
交
通
安
全
教
育
指
導
員

【
勤
務
内
容
】交
通
安
全
教
室
の
実
施
、

児
童
登
下
校
時
の
交
通
安
全
指
導
な
ど

【
資
格
・
募
集
人
員
】
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
市
内
居
住
の
満

55
歳
以
下
の
方
／
１
人
（
信
濃
小
）

【
勤
務
時
間
】
週
平
均
20
時
間

【
報
酬
】
月
額
８
万
２
千
円

②
交
通
指
導
員

【
勤
務
内
容
】
交
通
安
全
運
動
期
間

中
の
啓
発
活
動
、
児
童
登
校
時
の

交
通
安
全
指
導
な
ど

【
資
格
・
募
集
人
員
】
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
市
内
居
住
の
満

70
歳
以
下
の
方
／
５
人

【
勤
務
時
間
】
１
日
１
時
間
程
度

※
年
間
40
日
程
度
か
１
５
０
日
程
度（
担

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
４
月
１
日

～
12
月
31
日

▽
▽
①
～
③
共
通
事
項

【
申
込
方
法
】
２
月
28
日
㈬
ま
で
に

申
込
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
提
出

①
延
長
保
育
士

【
資
格
・
募
集
人
員
】
60
歳
く
ら
い

ま
で
の
保
育
士
有
資
格
者
／
２
人

【
勤
務
場
所
】
認
定
こ
ど
も
園
つ
ば

さ
・
ひ
ま
わ
り

【
勤
務
時
間
】
週
20
時
間

【
報
酬
】
月
額
７
万
９
千
円

②
施
設
整
備
補
助
員

【
勤
務
内
容
】
認
定
こ
ど
も
園
ひ
ま

わ
り
の
清
掃
、
洗
濯
、
環
境
整
備

な
ど
の
業
務

【
対
象
・
募
集
人
員
】
60
歳
く
ら
い

ま
で
の
方
／
１
人

【
勤
務
時
間
】
週
20
時
間

【
報
酬
】
月
額
７
万
２
千
円

▽
①
②
共
通
事
項

※
通
勤
費
支
給
。

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日（
再
任
用
あ
り
）

③
保
育
士

【
資
格
・
募
集
人
員
】
55
歳
く
ら
い

ま
で
の
車
通
勤
可
能
な
方
で
、
保

育
士
有
資
格
者
／
２
人

【
勤
務
場
所
】
市
立
認
可
外
保
育
所

【
勤
務
時
間
】８
時
～
17
時（
週
５
日
）

【
報
酬
】
月
額
15
万
８
２
０
０
円

※
通
勤
費
支
給
。
社
会
保
険
適
用
。

認
定
こ
ど
も
園
・
市
立
認
可
外
保
育
所
の

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す本庁舎

１階７

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
３
４
０

こ
ど
も
政
策
課

保
育
係

書
（
障
が
い
の
状
況
、通
勤
方
法
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
業
務
の
可

否
、
車
椅
子
使
用
の
有
無
な
ど
を

記
載
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

【
申
込
期
限
】
１
月
26
日
㈮ 

必
着

【
申
込
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町
２

丁
目
34　

千
歳
市 

総
務
部 

職
員

課 

人
事
係

当
す
る
区
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）。

【
報
酬
】
時
給
９
５
０
円

▽
①
②
共
通
事
項

※
制
服
貸
与
あ
り
。

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日（
再
任
用
あ
り
）

【
面
接
日
程
】
２
月
中
旬

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
（
市
指
定
用

紙
）、
運
転
免
許
証
の
写
し
を
提
出

【
申
込
期
間
】
１
月
11
日
～
30
日



受
け
ま
し
た
か
？
特
定
健
診

佐
さ さ き

々木　一
か ず や

矢　さんの作品

プラスチック製容器包装を
リサイクルするために…
廃棄物対策課 資源循環推進係
((23)2110  ▪ＦＡＸ (23)2492

環境センター 

すてるゴミ リサイクルして
ゴミへらす

 １
月の

ご
み

減

量・リ サ イクル
標

語

１
月
は
、

国
民
健
康
保
険
料
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

【
第
８
期
】の
納
付
月
で
す

14広報ちとせ 平成 30(2018) 年 1 月号

　
40
歳
～
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、
特
定
健
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
特
定
健
診
の
申
し
込
み
】

　  

健
診
申
込
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

 

（24）
０
６
１
７

【
詳
細
】市民

健
康
課 

特
定
健
診
係

 

（24）
０
１
７
７

 

（24）
８
４
１
８

市が収集したプラスチック製
容器包装は、工業原料として
リサイクルされています。プ
ラスチック製容器包装の分別
収集を開始した平成 23 年10
月以前は、これらはすべて、
燃やせないごみとして埋立処
分されていました。
収集されたプラスチック製容
器包装は、破砕処理施設で、
指定ごみ袋から出し、手選別
を行います。汚れていないも
のはリサイクルの処理工場へ
出荷されますが、汚れがひど
いものは埋立処分されており、
その量は少なくありません。ご
みの減量とリサイクル推進のた
め、汚れたプラスチック製容器
包装は、必ず
水ですすいで
汚れを落とし
てから出しま
しょう。

また、ガスライター（有害ご
み）、カミソリ（燃やせないご
み）、注射器等医療系プラス
チック（燃やせるごみ）、空き
缶・ガラスびん（４種資源物）
などの不適物がプラスチック
製容器包装と一緒の指定ご
み袋に混入すると、手選別や
リサイクルができなくなりま
すので、正しいごみの分別に
ご協力をお願いします。

国
保
医
療
課 

収
納
係

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（24）
０
２
８
７

　
　           

　 

（22）
８
８
５
１

市 役 所 か ら の お 知 ら せ

　

任
期
付
職
員
と
は
、
育
児
休
業

を
取
得
す
る
職
員
の
代
替
と
し
て
、

任
期
を
定
め
て
採
用
す
る
職
員
の

こ
と
で
す
。

任
期
付
職
員
の
採
用
試
験

実
施
と
登
録
の
募
集

本庁舎
４階 41

(22)
８
８
５
４

■FAX 
(24)
０
５
０
２

職
員
課
人
事
係

職種 資格など 初任給
事務職 なし

大卒 
178,200 円

高卒
146,100 円

土木技術職
土木に関する専門
的知識または２年
以上の実務経験

建築技術職
建築に関する専門
的知識または２年
以上の実務経験

電気技術職
電気に関する専門
的知識または２年
以上の実務経験

管理栄養士 管理栄養士免許

療育指導員
障がい児支援に
関する専門的知識
または就業経験

保健師 保健師免許
大卒
184,800 円

保育教諭
幼 稚 園 教 諭 免 許
と保育士の資格

短大２卒
158,800 円

理学療法士 理学療法士免許
短大３卒
167,600 円

作業療法士 作業療法士免許

言語聴覚士 言語聴覚士免許

※経験加算、各種手当あり。

ごみへらそ きれいな世界
作ろうよ

鈴
す ず き

木　碧
あ お い

生　さんの作品

■FAX

①
保
育
教
諭
採
用
試
験

【
受
験
資
格
・
募
集
人
員
】
幼
稚
園

教
諭
免
許
と
保
育
士
の
資
格
を
有

す
る
方
／
１
人

【
初
任
給
】大
卒　

17
万
２
９
０
０
円
、

短
大
卒　

15
万
８
８
０
０
円

※
経
験
加
算
、
各
種
手
当
あ
り
。

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
４
月
１
日

～
平
成
32
年
３
月
31
日
（
予
定
）

【
試
験
方
法
】
作
文
・
性
格
適
性
検

査
・
面
接
／
２
月
６
日
㈫　

９
時

～
14
時
／
市
役
所
議
会
棟
大
会
議
室

【
申
込
期
限
】
１
月
26
日
㈮　
　

※
郵
送
の
と
き
は
簡
易
書
留
郵
便

で
、
同
日
必
着
。

②
任
期
付
職
員
の
登
録
募
集

　
「
育
児
休
業
任
期
付
職
員
登
録
者

名
簿
」
の
登
録
者
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
育
児
休
業
を
取
得
す
る
職

員
が
あ
っ
た
と
き
、
登
録
者
の
中
か

ら
、
試
験
に
よ
り
採
用
者
と
そ
の
任

期
（
育
児
休
業
期
間
に
応
じ
て
３
年

以
内
）
を
決
定
し
ま
す
。
登
録
期
間

は
、
登
録
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

【
募
集
内
容
】
左
の
表
の
と
お
り

▽
①
②
共
通
事
項

【
申
込
方
法
】
申
込
書
・
履
歴
書
（
市

指
定
用
紙
）、
資
格
証
明
書
の
写
し

な
ど
を
持
参
ま
た
は
郵
送

【
申
込
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町
２

丁
目
34　

千
歳
市 

総
務
部 

職
員

課 

人
事
係

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
（
非
常

勤
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

ちとせっ
こ２階

(40)
１
７
１
７

■FAX 
(22)
７
８
８
８

子
育
て
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
児
童
館
係

臨
時
的
任
用
職
員
（
検
診
保
健

指
導
業
務
）
を
募
集
し
ま
す保健セ

ンター

(24)
８
４
１
８

■FAX 
(24)
０
３
６
４

市
民
健
康
課

市
民
健
康
係

【
勤
務
内
容
】
精
密
検
査
受
診
勧

奨
、
保
健
指
導
業
務
、
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
や
事
務

【
資
格
・
募
集
人
員
】
保
健
師
ま
た

は
看
護
師
の
有
資
格
者
／
若
干
名

【
勤
務
場
所
】
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

【
勤
務
日
数
】
月
８
～
10
日
程
度

【
報
酬
】保
健
師 

日
額
９
０
０
０
円
、

看
護
師 

日
額
８
４
０
０
円

※
通
勤
費
支
給
。

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
２
月
～
平

成
30
年
３
月
（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
方
法
】
１
月
24
日
㈬
ま
で
に

履
歴
書
（
市
指
定
用
紙
）、
資
格
証

明
書
の
写
し
を
持
参
。

【
勤
務
内
容
】
学
童
ク
ラ
ブ
で
の
児

童
の
健
全
育
成
業
務

【
資
格
・
募
集
人
員
】
昭
和
29
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
、
保
育
士
、
社
会
福

祉
士
の
資
格
、
教
員
免
許
の
い
ず
れ

か
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
資
格
が
な

く
て
も
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
意
欲

の
あ
る
方
／
２
人

【
勤
務
時
間
】
週
20
時
間
30
分
以

内（
月
～
土
の
う
ち
週
５
日
勤
務
）

【
報
酬
】
月
額
７
万
７
千
円
（
４
月

か
ら
は
８
万
円
）

※
通
勤
費
支
給
。雇
用
保
険
適
用
。

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
３
月
１
日

ま
た
は
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日
（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
、
資
格
証
明

書
の
写
し
（
資
格
の
あ
る
方
）
を

持
参
（
郵
送
不
可
）

【
申
込
期
限
】
１
月
23
日
㈫

FAX



皆 さ ん の 「 声 」 に お 答 え し ま す

《声のらん》では、「市長への手紙・ポスト」などに寄せられた
声とその答えをご紹介しています。疑問に思っていることなど
お手紙でお寄せください。市民の皆さんの参考になる問答をご紹
介します。（内容確認のため、連絡先と名前をご記入ください。）
【〒066-8686／東雲町２丁目34／千歳市企画部広報広聴課 宛】

声のらんＶＯＩＣＥ
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科
技
大
の
公
立
化
…
何
が
変
わ
る
？

市
が
負
担
す
る
お
金
は
ど
れ
く
ら
い
？

授
業
料
が
安
く
な
る
ほ
か
、地
域
貢
献
活

動
の
充
実
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

企
画
部
主
幹
（
公
立
大
学
法
人
化
構
想
担
当
）


(24)
０
０
３
６

(22)
８
８
５
２
（
代
表
）

■FAX

お答え
します

④
学
生
の
発
想
や
ア
イ
デ
ア
が

　

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
る

　

学
生
が
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
企
画
す

る
こ
と
や
、
学
生
と
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
す
る
拠
点
「
ま
ち
な
か
キ
ャ

ン
パ
ス
（
仮
称
）」
の
設
置
な
ど

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
地
域
貢
献
活
動
の
充
実

　
科
技
大
が
取
り
組
ん
で
き
た
、

小
中
学
生
へ
の
学
習
支
援
な
ど

の
地
域
貢
献
活
動
が
さ
ら
に
充

実
す
る
こ
と
や
、
科
技
大
が
設

置
を
検
討
し
て
い
る
「
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を
中
心

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
貢
献
活

動
の
展
開
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
公
立
大
学
に
対
し
て
市
が
負
担

す
る
費
用
は
２
つ
あ
り
、
年
間
合

計
で
約
10
億
円
～
12
億
円
の
支
出

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
１
つ
は
、「
運
営
費
交
付
金
」で
す
。

こ
れ
は
、
公
立
大
学
運
営
に
必
要
な

費
用
の
う
ち
、
大
学
の
自
己
収
入
を

差
し
引
い
た
額
を
市
が
毎
年
度
、
大

学
に
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

も
う
１
つ
は
、「
施
設
設
備
取

替
・
更
新
費
用
積
立
金
」
で
す
。

こ
れ
は
、
将
来
の
校
舎
の
修
繕
や

建
替
に
必
要
な
費
用
、
研
究
機
器

な
ど
を
買
い
替
え
る
費
用
を
市
が

積
み
立
て
て
お
く
も
の
で
す
。

　
一
方
、
毎
年
度
、
国
か
ら
市
に

対
し
、
公
立
大
学
を
運
営
す
る
た

「
広
報
ち
と
せ
12
月
号
」
で
千
歳
科
学
技
術
大
学
の
公
立
化
の

記
事
を
読
み
ま
し
た
。
公
立
大
学
に
な
っ
た
ら
、
何
が
変
わ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　  

　 《
10
代
男
性
》

声

新
た
に
国
か
ら
措
置
さ
れ
る
地
方
交
付

税
で
年
間
10
～
12
億
円
を
負
担
し
ま
す

答
千
歳
科
学
技
術
大
学
が
公
立
大
学
に
な
っ
た
ら
、
市
は
毎
年
ど

れ
く
ら
い
の
お
金
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　《
50
代
男
性
》

声

め
の
「
地
方
交
付
税
」
が
新
た

に
措
置
さ
れ
ま
す
。
市
は
、
公

立
大
学
設
置
後
10
年
間
の
財
務

推
計
を
も
と
に
検
討
し
た
結

果
、
国
か
ら
措
置
さ
れ
る
地
方

交
付
税
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
費

用
を
負
担
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
将
来
の
修
繕
や
建

替
な
ど
に
は
多
く
の
費
用
が
か

か
る
た
め
、
市
は
、
科
技
大
が

保
有
す
る
「
資
産
」
を
将
来
の

財
政
負
担
へ
の
備
え
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
で
、
市
の
財
政
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な

く
大
学
を
運
営
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

①
授
業
料
が
安
く
な
る

　

現
在
の
授
業
料
１
３
５
万
７
千

円
か
ら
54
万
円
程
度
（
国
立
大
学

と
同
程
度
）
ま
で
下
が
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

②
入
学
定
員
（
２
４
０
人
）
の
確
保

　
近
年
、
受
験
生
の
国
公
立
大
学

志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
科

技
大
を
目
指
す
学
生
が
増
え
、
入

学
定
員
を
満
た
す
可
能
性
が
大
き

く
な
り
ま
す
。

③
教
育
力
・
研
究
力
の
向
上

　

市
か
ら
大
学
に
運
営
費
が
交
付

さ
れ
、
大
学
の
運
営
が
安
定
す
る

こ
と
で
、
教
育
力
や
研
究
力
の
向

上
を
図
る
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る

強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

答

１
年
間
の
大
学
運
営
費

（
大
学
の
自
己
収
入
を
差
し
引
い
た
額
）

施
設
設
備

取
替
・
更
新
費

大学の
資産を
活用

市

運
営
費
交
付
金

積
立
金

年
間
10
～
12
億
円

国
（
地
方
交
付
税
措
置
）



提
供:

北
星
病
院

骨盤の
ゆがみ解消講座

ほくよう児童館　( ･ ▪ＦＡＸ (26)6789

【定員】12 人（申込順）
※初回申込優先。
【申込】1/30 ～

2/22 ㊍ 10:30-11:30提
供

：

㈱もりもと

おはぎ作り

しゅくばい児童館　( ･ ▪ＦＡＸ (27)3126

【定員】12 組（申込順）
※初回申込優先。

        【申込】1/30 ～

2/27 ㊋ 10:30-11:30

広報ちとせ 平成 30(2018) 年 1 月号 16

対象や申し込みの表記のないものは
自由参加です。

アイシングで飾ろう おひな
さま〈link~ つなぐ主催〉

【対象】妊婦さんも参加可 ( 予
備日 2/8 での参加も可能な方）

【定員】10 人（抽選）
【申込】1/17、18
(  (40)2105　 ▪ＦＡＸ (40)1717

おおきくなったかな～身体計測日

みんなであそぼう プチ /  米袋
とダンボールで〈そり〉づくり
/ 天気が良ければお庭で遊びま
しょう

笑いヨガ / せいりゅう児童館
( ･ ▪ＦＡＸ (22)2560
おもちゃを学ぼう！おもちゃで
遊ぼう！ / ほくおう児童館
( ･ ▪ＦＡＸ (42)3743（要事前申込）

手形とり週間 / しなの児童館
( ･ ▪ＦＡＸ (22)2977

子どもの歯と栄養講座 / 歯科衛
生士と管理栄養士のお話

休日開館日

あそびの芽 / 赤ちゃんとわら
べうた遊びを楽しもう

【対象】11か月までの子と保護者

ベビーマッサージ
【対象】８か月までの子と保護者
【定員】20 組（申込順）　
【申込】2/7､ 8

1 / 21 ㊐ 10:00-16:00

1 / 24 ㊌ 11:00-11:30

3 / 8   ㊍ 10:00-11:00

1 / 16 ㊋ 10:30-

 2 /  9  ㊎ 10:30-11:15

新米ママのための子育てス
キルアップ講座

【対象】１歳 11 か月までの子と保護者

2 / 6  ㊋ 10:30-11:15

1 /18 ㊍ 10:30-11:30

1 / 29  ㊊ 10:30-（1 時間程度）

1 /22    ~ 26㊊ 10:00-12:00

いやいやって成長の証？ / い
やいや期のアドバイスなど

【定員】10 組（抽選）
【申込】1/11､12（12:00-15:00）

1 /19 ㊎ 10:00-11:30

リズムであ・そ・ぼ♪和太鼓
大好き！/おもちゃのチャチャ
チャを演奏しましょう

10:00-12:001 /17    , 24㊌ ㊌

 2 / 1  ㊍ 10:00-11:00

10:00-12:001/11   ,18   ,25㊍ ㊍ ㊍

1 月誕生会／手形･足形をとって
お祝いします(どなたでも参加可）

1 /22 ㊊ 11:00-12:00

わらべうたベビーマッサージ
【対象】4~10 か月の子と保護者
【定員】10 組（抽選）
【申込】1/29､30（12:00-15:00）

2 / 9  ㊎ 10:00-11:30

※アリスセンター休館日：1/16 ㊋、2/2 ㊎

㊎

ゆうえんちごっこ / しゅくば
い児童館  ( ･ ▪ＦＡＸ (27)3126
節分 / ひので児童館
( ･ ▪ＦＡＸ (24)3163（要事前申込）
ほくよう児童館 ( ･ ▪ＦＡＸ (26)6789
2  /  2   ㊎ 10:30-（1 時間程度）

節分 / いずみさわ児童館
( ･ ▪ＦＡＸ (28)6110
希望が丘児童館 ( ･ ▪ＦＡＸ (26)2060

離乳食講座 / 管理栄養士のお話
【定員】20 組（申込順）
【申込】1/23、24

2 / 23 ㊎ 13:30-14:40

 2 /  4  ㊐ 10:00-16:00

休日開館日

スキルアップ
講座

子育て

どなったり
たたいたりしないで
子育てする方法を

お伝えします！

1/25,    2/1,8,15,22,    3/1
( 全日程 10:00 ～ 11:30 )

毎週㊍ / 全６回コース

【対象】２～ 12 歳くらいまでの子どもがい
る世帯で全 6 回の講座に出席できる方

【ところ】げんきっこセンター
【受講料】無料　　【定員】８人（申込順）
【申込】１/15㊊  9:00～（平日９:00-17:00）
【託児】就学前の子４人程度
/ 申込時に申し出てください。

子育てカウンセリング

臨床心
理士の相談しませんか？子育ての悩み

【対象】市内に居住する 18 歳未満の子どもの保護者
【日程】1/13､26、2/9、3/9､23 〈ちとせっこセンター〉
　　　 2/16　〈げんきっこセンター〉

【相談料】無料　【定員】各日５人（1 人１時間程度）
【申込】相談日の前日まで（平日９:00-17:00）
【託児】申込時　　　に申し出てください。

【申込先 ･ 詳細】
こども家庭課
児 童 相 談 係
( (24)0935
  ▪ＦＡＸ  (22)8851

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド
《
全
４
回
》

【
対
象
】
３
～
８
か
月
の
子
と
保
護
者

【
と
き
】２
月
７
、21
日
、３
月
７
、28
日（
午

前
の
部
：
10
時
～
11
時
／
午
後
の
部
：
13

時
30
分
～
14
時
30
分
）

【
定
員
】
午
前
午
後
各
17
組
（
抽
選
）

【
申
込
】
１
月
19
、
20
日

▼
に
こ
に
こ
ラ
ン
ド
《
全
４
回
》

【
対
象
】
９
か
月
～
１
歳
半
の
子
と
保
護
者

【
と
き
】
２
月
６
、
13
、
20
、
27
日
（
午
前

の
部
：
10
時
～
11
時
30
分
／
午
後
の
部
：

13
時
30
分
～
15
時
）

【
定
員
】
午
前
午
後
各
17
組
（
抽
選
）

【
申
込
】
１
月
23
、
24
日

▼
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
《
全
４
回
》

【
対
象
】
１
歳
７
か
月
～
就
学
前
の

子
と
保
護
者

【
と
き
】
３
月
１
、
８
、
15
、 

22
日

（
10
時
～
11
時
30
分
）

　【
定
員
】
20
組
（
抽
選
）

　   【
申
込
】
１
月
31
日
㊌

　
　
※
（
全
ラ
ン
ド
）
初
回
申
込
優
先
。

ぷちゼミ
児童館の
企 業 連 携

提
供

：
ヘ

ア
ー

ポ
イ

ン
ト

 す

みれ
おうちで

美容室

しなの児童館　( ･ ▪ＦＡＸ (22)2977

【定員】10 組（申込順）
※大人のみの参加可。
【申込】1/29 ～

2/19 ㊊ 10:30-11:30
直接、児童館に
電話で申し込み！

あそびの広場 《第 3 期募集》
( ･ ▪ＦＡＸ (40)1717
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ネ
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INFORMATIONお知らせ

LEARNING見る/学ぶ

北ガス文化ホール … 市民文化センター
ダイナックスアリーナ … スポーツセンター

110番は、事件・事故などを、いち早く警
察へ通報するための緊急電話です。電話
口では警察官の質問に、慌てず落ち着い
て、正しく答えてください。また、現場
の住所や付近の目標となる建物などを正
しく伝えてください。
◉携帯電話での歩き（移動し）ながらの
通話は途切れることがありますので控え
てください。また、車運転中の通報は法
令違反となる場合があります。安全な場
所に停車して通報してください。
◉メール110番は、耳や言葉の不自由な方
の携帯電話での緊急通報システムです。
通報内容のほか、住所や目標となる建物、
メールアドレスを正しく送信してください。
◉急を要しない遺失・拾得物の届出、諸
手続などは、最寄りの警察署、交番・駐
在所の電話を、相談や警察業務に関する
意見・要望は、短縮ダイヤル「＃9110」
の警察相談専用電話をご利用ください。
●詳 千歳警察署    ▪ＦＡＸ (42)0110 ◯内 291

110番の正しい利用を
１月10日は110番の日

行政への意見・要望などの相談に行政相
談委員が対応します。(無料･秘密厳守）
とき １月18日㊍／13時30分～16時
ところ 総合福祉センター306号
●詳 山内幸子   ▪ＦＡＸ (24)3291
     宮本眞弘   (23)0447

開設します「行政相談所」

市議会は、「市民に､より信頼される議
会」を目指し《市民の声を聴く会》を開
催します。今回は､初の試みとして､３つ
のテーマに分かれてグループトークを行
います。《住み続けたいまち千歳》を議
員と一緒に考えませんか。
▪テ ▪－ ▪マ  ①千歳駅周辺再整備／②公園
・道路の整備／③将来を見据えた少
子・高齢化対策
とき ２月13日㊋／18時30分～／開場
18時　ところ 総合福祉センター402号
※事前申し込み不要。
●詳 千歳市議会事務局
(24)0793　
▪ＦＡＸ (24)3322

市民の声を聴く会
千歳市議会

ユネスコでは、学校に行けない世界の子
どもたちなどに教育の機会を提供する《ユ
ネスコ世界寺子屋運動》の一環で、書き
そんじなどでポスト投函しなかった切手
付きの郵便はがきや未使用の切手を収集
するキャンペーンを実施しています。
▪実 ▪施 ▪期 ▪間  ２月16日㊎まで
▪提 ▪供 ▪方 ▪法  事務局に持参か郵送
（〶066-8686 東雲町２丁目34）
●詳 千歳ユネスコ協会事務局（▢市 生涯
学習課内） (24)0848  ▪ＦＡＸ (27)3770

書きそんじハガキ収集キャンペーン
千歳ユネスコ協会

千歳川上流域の鮭の自然産卵、オジロワ
シやオオワシの観察
とき １月14日㊐８時45分～12時／市
役所西口駐車場集合
ところ 蘭越ウサクマイ遺跡周辺の森
と千歳川沿いなど
▪￥ 100円(保険料)　▪定 ▪員 30人(申込順)
▪持 ▪ち ▪物 カメラ､サングラス､双眼鏡
(貸出有り)､服装は､防寒着上下(スキー
ウェア)､帽子､手袋､冬用ゴム長靴
●詳 ●申 しこつ湖自然体験クラブ＊トゥ
レップ  中川　 090(1648)4923

オジロワシ・ウォーク＠ウサクマイ
冬の千歳川

▪対 ▪象 平成29､30年度の雇用保険が短
期雇用特例被保険者の方など
▪日 ▪程 ２月６､７日／13時～15時
ところ 北ガス文化ホール 中会議室
▪申 ▪込 １月30日㊋まで
▪￥ 無料　▪定 ▪員 30人(申込順)
●詳 ●申 千歳市季節労働者通年雇用促進
協議会(▢市 商業労働課内)
 (24)0602  ▪ＦＡＸ (22)8854

外国人観光客おもてなし講座
季節労働者向け就職支援セミナー

パソコン講習会
ちとせＩＴボランティアの会の

おしっこのことについて困っているこ
とはありませんか？　講師 新藤 純理 
氏（市民病院 泌尿器科透析 診療科長）
とき １月20日㊏／13時～14時
ところ 市民病院 ２階講義室　▪￥  無料
●詳 ▢市 市民病院 地域医療連携課
 (24)3000〇内138　▪ＦＡＸ (24)3030

市民病院の市民健康講座

▼パソコンひよこサロン／会員同士
のパソコンやスマホなどＩＴ機器の操作
支援・情報交換の場です。
とき １月16、20、23、30日、２月
６日／13時～16時
ところ まちライブラリー＠千歳タウンプラザ
▪￥ 年2,000円(見学は自由)
▼市民ボランティアによる講習会／
①パソコンの安全バックアップとセキュ
リティー、②Wordで写真の加工・編集
とき ①１月24日㊌／②２月14日㊌
／①②とも13時30分～16時
ところ ①②とも中心街コミセン
▪￥ 各1,000円(テキスト代)　▪定 ▪員 各10
人(申込順)　▪申 ▪込 ①１月23日㊋まで、
②２月13日㊋まで／講座名･住所･氏名･
番号を明記し ▪ＦＡＸ ▪∨ｅ かで申し込み

●詳 ●申 ちとせＩＴボランティアの会
川端   090(7648)7250　▪ＦＡＸ (22)7046
▪∨ｅ info＠chitoseitv.net
※パソコンなどは各自持参。

実施プログラムのご案内
地元就職・人材確保支援事業

▼個別就職相談
とき １月16日､２月３､20日／10時～
17時／１日６回／各回50分程度
ところ 総合福祉センター 307号
▪定 ▪員 各回２人(申込順)

▼女性向けセミナー／講師･ササキ ミ
サト 氏(Vomy-C 代表)
とき １月18日㊍／10時～12時
ところ 総合福祉センター 307号
▪定 ▪員 20人(申込順)　
▪託 ▪児 申込時に申し出てください

▼合同企業説明会／参加企業25社予定
とき １月27日㊏／11時～14時
ところ 北ガス文化ホール

▼職場見学バスツアー／４社見学予定
とき ２月15日㊍／９時～17時
▪実 ▪施 ▪期 ▪間  市役所西口駐車場 ９時10分
／JR千歳駅南口 ９時20分
▪定 ▪員 40人(申込順)　
▪託 ▪児 申込時に申し出てください

▼▼共通事項
▪￥ 無料　
▪申 ▪込  ▪ＦＡＸ ▪∨ｅ で申し込み／キャリアバ
ンク㈱千歳市就職支援係／合同企業
説明会のみ事前申込不要
 011(251)3313　▪ＦＡＸ   011(223)3048
▪∨ｅ  chitose-jimoto＠career-bank.co.jp
●詳 ▢市 商業労働課
 (24)0602　▪ＦＡＸ (22)8854
※説明会参加企業、バスツアー見学
先などは市の▪HPをご覧ください。
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▪￥ 参加料･入場料  ●詳 ●申 ●会  詳細､申込先､会場   電話番号 ▪ＦＡＸ ファックス番号 ▪∨ｅＥメールアドレス ▪HPホームページアドレス ▢市 市の組織･施設

救急員として必要な､応急手当･心肺蘇生
法･ＡＥＤを用いた除細動など。講師･千
歳市救急法赤十字奉仕団
▪対 ▪象 15歳以上
▪日 ▪程 ①基礎講習：１月27日㊏13時～
17時30分／②養成講習：２月３､４日
９時～17時30分／全３日間
ところ 総合福祉センター 402号
▪￥  ①1,500円／②1,700円／教本代
▪定 ▪員 各30人(申込順)／４人以下中止
▪申 ▪込 １月19日㊎まで
●詳 ●申 日赤千歳市地区事務局（千歳市
社会福祉協議会内）
 (27)2525　▪ＦＡＸ (27)2528

赤十字救急法救急員養成講習
日赤千歳市地区の

食育講座
グリーン・ツーリズム連絡協議会の

新顔野菜～知りたい素顔／最近の新しい
野菜についての講演会 講師・安達 英人 
氏(渡辺農事㈱北海道営業所長)､試食会
とき １月20日㊏／10時30分～12時30分
ところ 総合福祉センター 402号
▪￥ 無料　▪定 ▪員 50人(申込順)
●詳 ●申 千歳市グリーン・ツーリズム連
絡協議会事務局（▢市 交流推進課内）
 (24)0482　▪ＦＡＸ (22)8853

個別労働紛争解決セミナー
解雇など労働関係終了のトラブルの未然防
止､紛争解決への取り組み支援の講演(講師
･北海道紛争調整委員会)､個別労働紛争に
係るＡＤＲ制度・機関の情報提供など
▪対 ▪象 事業主、人事労務担当者など
とき ２月２日㊎／13時30分～15時30分
ところ 札幌第一合同庁舎 ２階講堂(札
幌市北区北８条西２丁目１-１)
▪￥ 無料　▪定 ▪員 150人(申込順)
▪申 ▪込 北海道労働局の▪HP 掲載リーフレ
ット裏面の申込書を▪ＦＡＸ で申し込み
●詳 ●申 北海道労働局雇用環境･均等部指導課 
 011(705)2715 ▪ＦＡＸ 011(709)8786

しこつ湖自然体験クラブ＊トゥレップによ
るウサクマイ周辺での雪原探索とオジロワ
シなどの野鳥見学､千歳水族館見学など
とき １月20日㊏／10時～14時30分／
総合福祉センター前集合
ところ 蘭越ウサクマイ遺跡周辺と千
歳水族館(荒天時は千歳水族館のみ)
▪定 ▪員 20人(抽選)
▪申 ▪込 １月15日㊊まで
▪持 ▪ち ▪物 昼食(昼食代)､防寒具､飲み物､
長靴､健康保険証
●詳 ●申 みんなで､ひと･まちづくり委員
会(▢市 生涯学習課内)　
 (24)3153　▪ＦＡＸ (27)3770

冬の千歳 おとなの探検隊
みんなで､ひと･まちづくり委員会自主事業

市民教養セミナー
犬のしつけ方､猫の多頭飼育問題など。
講師･山田 有人 氏（イコロ動物病院 
院長）
とき １月22日㊊／18時30分～20時
ところ 総合福祉センター 402号
▪￥  無料　▪定 ▪員 40人(申込順)
▪申 ▪込 (▪ＦＡＸ ▪∨ｅで申し込み
●詳 ●申 ▢市 生涯学習課
 (24)0848　
▪ＦＡＸ (27)3770　
▪∨ｅ shogaigakushu＠
city.chitose.lg.jp

千歳の宝・支笏湖
支笏湖自然保護官事務所アクティブレン
ジャー 當山 真貴 氏のお話
とき １月23日㊋／14時～15時
▪￥  無料
●詳 ●会 まちライブラリー＠千歳タウン
プラザ　 (25)3544

まちライブラリー企画 千歳を知ろう!

千歳警察署による冬道の運転講習会。①
交通安全講話 ②運転実技講習(スリップ
体験コース)
▪対 ▪象 運転免許取得者
とき １月28日㊐／９時～12時
ところ ①千歳自動車学校(真々地２丁
目)／②東千歳駐屯地内(バス移動)
▪￥  無料　▪定 ▪員 60人(申込順)
▪申 ▪込 １月19日㊎まで
●詳 ●申 ▢市 市民生活課 
 (24)0263　
▪ＦＡＸ (22)8853

冬道運転講習会

①韓国語：ハングルの読み書き､挨拶･自
己紹介などの基礎会話、②英会話：中学１
年生程度の文法を中心に基礎･旅行会話
とき １月30日～毎週㊋／全８回／①
19時30分～20時30分､②18時～19時
ところ 北ガス文化ホール
▪￥  5,000円(テキスト代別途2,000円)
▪定 ▪員 15人(申込順)
●詳 ●申 国際文化交流協会　前田  
 090(6489)2803(平日10時～18時)

韓国語・英会話入門講座
大人のための

①まだ間に合う？巻き巻きを楽しむ節分
料理講座､②生地から作るキッシュでバ
レンタイン
とき ①１月31日㊌／②２月９日㊎／
①②とも10時～
ところ 北ガス文化ホール
▪￥  各回2,500円
●詳 ●申 くらしにスパイス   
川崎  090(4142)8675
▪∨ｅ Kurshinispice7＠gmail.com

一緒にお料理しましょう

若い世代の市民活動への参加促進､主体
的に協働できるリーダーの育成を目的と
したシンポジウムを開催します。
とき ２月３日㊏／14時～16時
ところ 中心街コミセン　▪￥  無料　
▪定 ▪員 50人(申込順)　▪申 ▪込 １月26日㊎
まで／申込フォーム(https://www.city.
chitose.lg.jp/docs/5364.html)から
●詳 ●申 ▢市 市民協働推進課 
 (24)0452　▪ＦＡＸ (22)8852

自分発の市民協働シンポジウム
人とつながる、みんなでつくる。

冬の動物たちの生き方
支笏湖周辺をスノーシューで散策しなが
ら､雪の上に残された動物の足跡や植物
の冬芽を観察します。
とき ２月４日㊐／９時50分～12時／
休暇村支笏湖駐車場集合／荒天による
中止は８時ごろまでに連絡
▪￥ 無料　▪定 ▪員 10人(申込順)
▪申 ▪込 ２月２日㊎まで
▪持 ▪ち ▪物 防寒着､防寒靴､スノーシュー
(貸出有り､希望者は申込時に申し出)
●詳 ●申 環境省支笏湖自然保護官事務所
 (25)2350 ▪ＦＡＸ (25)2351
(平日８時30分～17時15分)

支笏湖周辺の

昨年７月は、さけます情報館などを見学
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EVENTイベント

男女共同参画環境づくりセミナー
｢元気で楽しく輝いて  いつまでも社会
参加｣ 講師･奥田 龍人 氏(認定NPO法人
シーズネット 理事長)
とき ２月10日㊏／14時～16時
ところ 北ガス文化ホール
▪￥  無料　▪定 ▪員 100人(申込順)
▪申 ▪込 ２月６日㊋まで
▪託 ▪児 １歳～就学前(無料／定員有り／
１月30日㊋までに事前申込要)
●詳 ●申 ▢市 市民協働推進課 
 (24)0551　▪ＦＡＸ (22)8852

応急手当普及員養成講習会
救命講習を行うための基礎知識､基礎実
技･指導要領など
▪対 ▪象 市内に居住または市内事業所に
勤務する18歳以上の方で、所属する事
業所などで普及活動を検討している方
とき ２月23日～25日／９時～18時
ところ そなえーる
▪￥ 無料　▪定 ▪員 10人(申込順)
▪申 ▪込 ２月13日㊋まで
▪持 ▪ち ▪物 筆記用具､昼食(会場で飲食可)､
動きやすい服装で
●詳 ●申 ▢市 消防署救急指令課
 (23)3062　▪ＦＡＸ (22)8850

おいしい野菜の作り方
北海道の野菜栽培名人による､おいしい
野菜の栽培方法について。講師･安達 英
人 氏(日本野菜ソムリエ協会講師)ほか
とき ３月３日㊏／10時～12時
ところ 北ガス文化ホール　▪￥ 無料
▪定 ▪員 100人(申込順)　▪申 ▪込 １月15日～
２月20日／(▪ＦＡＸで申し込み
●詳 ●申 ちとせ環境と緑の財団
 (22)1117　▪ＦＡＸ (22)1118

花と緑の講演会

千歳市民フォーラム
｢自治を回復し､まちの課題をまちの力
で解決するために｣ 講師･川北 秀人 氏
(IIHOE代表)､パネラー･村井 正孝 氏､三
ツ野 仁 氏ほか
とき ２月17日㊏／10時～12時30分／
受付９時30分～
ところ 中心街コミセン　▪￥  300円
●詳 千歳市女性団体協議会(ミナクール内)
 ▪ＦＡＸ (27)1340

女性団体協議会の

日商簿記３級基礎講座
日商簿記３級基礎講座､検定試験対策
講師･清水 篤志 氏(ちとせ販売士会会員)
とき ２月19日～６月７日／毎週㊊㊍
／18時～21時／全30日間／検定日は６
月10日㊐９時～／受講生５人以上で開催
ところ 千歳職業技術専門校
▪￥  20,000円／テキスト代／開講時に
支払い／受験料は別途　
▪申 ▪込 ２月５日㊊まで／(かショート
メールで､氏名､(番号､職業を明記
●詳 ●申 ちとせ販売士会事務局
中村   090(3776)1751

ちとせ販売士会のWANTED募集

北海道障害者職業能力開発校では、求職
中の障がい者の入校生(訓練期間１年ま
たは２年)を追加募集しています。
▪願 ▪書 ▪受 ▪付  １月20日㊏まで
▪選 ▪考 ▪日 ２月５日㊊
●詳 ●申 ハローワーク千歳
 (24)2177　▪ＦＡＸ (24)2178

平成30年度入校生追加募集
北海道障害者職業能力開発校

▼自衛官候補生(男子･陸海空要員)採
用試験　▪対 ▪象 18歳以上27歳未満の方
▪日 ▪程 １月27､28日のうち指定日
ところ 札幌､千歳市内
▪応 ▪募  １月24日㊌まで
▼自衛官募集(個別)説明会
▪日 ▪程 ①１月17､31日(16時～19時)まちラ
イブラリー＠千歳タウンプラザ／②１月
21日㊐  10時～16時   北ガス文化ホール／
③１月22日㊊ 10時～12時   ハローワーク
千歳／個別説明会・時間内いつでも対応
●詳 ●申 自衛隊札幌地方協力本部 千歳地
域事務所　 (23)2642　▪ＦＡＸ (26)1775
※採用試験の受験要領や説明会などの
詳細はお問い合わせください。

自衛官等採用試験・説明会

石狩振興局では、北海道命名150年を記念
したブックカバーのデザインを募集してい
ます。最優秀賞・優秀賞作品は石狩管内の
書店でブックカバーとして使用します。
▪応 ▪募 ▪資 ▪格  石狩管内に居住･通勤･通学
する15歳～29歳まで (平成29年４月１
日現在) の方
▪応 ▪募 ▪期 ▪限  １月31日㊌(当日消印有効)
●詳 ●申 北海道石狩振興局地域政策課
  011(204)5815　▪ＦＡＸ 011(232)1070

ブックカバーデザイン募集
北海道150年記念　イシカリ150

女性国内研修参加者募集
｢未来に希望がもてる市民協働のまちづ
くり｣を推進する女性人材育成のため国
内研修の参加者を募集します。研修内
容｢防災における女性の役割について｣
とき ２月26日～27日(１泊２日)
▪研 ▪修 ▪先  神戸市
▪￥  交通宿泊費補助／一部自己負担有
り　▪定 ▪員 ４人 (自己ＰＲにより選考)
▪応 ▪募 １月25日㊍まで／氏名､連絡先､
300字以内の自己PRを明記し､郵送か▪∨ｅ 
●詳 ●申 千歳市女性団体協議会
〶066-0062 千代田町５丁目７-１ 
ミナクール内　 ▪ＦＡＸ (27)1340　
▪∨ｅ chitose.jyoseikyou＠gmail.com

女性団体協議会

平成30年度職業訓練生募集
▪訓 ▪練 ▪内 ▪容  建築塗装､木造建築／２年間
▪対 ▪象 市内事業所に雇用されている45
歳未満の方
▪定 ▪員 各科10人　▪応 ▪募 ２月27日㊋まで
●詳 ●申 ●会 千歳職業技術専門校
 ▪ＦＡＸ (22)2969

千歳・支笏湖氷濤まつり

花火､ダイナミックナイト､アイスカット
大会､フラワープレゼントなど
とき １月26日～２月18日／９時～
22時／ライトアップは16時30分～
ところ 支笏湖温泉 特設会場
●詳 支笏湖まつり実行委員会
 (23)8288　 ▪ＦＡＸ (24)8819

氷濤まつり40回

40回記念イベント《青の祭》
支笏湖ブルーの世界を､青と白のライ
ティングで演出します。
とき ２月21日～25日／９時～22時

厳冬期の避難所生活､避難所運営ゲーム
(ＨＵＧ)､宿泊(非常食の食事､段ボール
ベッド作成)の体験など
▪対 ▪象 家族同伴のときは年齢制限無し
とき ３月10日17時～11日７時（宿泊は
任意)　▪￥ 無料　▪定 ▪員 40人(申込順)
▪申 ▪込  初日の前日までに(▪ＦＡＸ ▪∨ｅで申し込み
▪持 ▪ち ▪物 日用品､寝袋､防寒着は各自持
参(食事《長期保存非常食》などは提供)
●詳 ●申 ●会 ▢市 そなえーる
(26)9991　▪ＦＡＸ (26)9992
▪∨ｅ sonaeru＠city.chitose.lg.jp

厳冬期の避難所体験
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「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か

ら
《
口
座
残
高
不
足
》
の
案
内

が
届
い
た
。
慌
て
て
利
用
明
細

書
を
見
る
と
20
万
円
以
上
の
請

求
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
心
あ
た

り
が
な
い
請
求
だ
っ
た
。
過
去

の
明
細
書
を
見
直
す
と
、
約
１

年
間
で
利
用
し
た
覚
え
の
な
い

請
求
が
60
万
円
ほ
ど
あ
っ
た
。」

…
こ
の
よ
う
な
相
談
が
増
え
て

い
ま
す
。

▼
利
用
明
細
書
は
必
ず
定
期
的

に
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
時

に
受
け
取
っ
た
伝
票
な
ど
と
突

き
合
わ
せ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求

が
あ
っ
た
ら
、
早
急
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
会
社
に
そ
の
旨
を
連

絡
し
ま
し
ょ
う
。

▪￥ 参加料･入場料  ●詳 ●申 ●会  詳細､申込先､会場   電話番号 ▪ＦＡＸ ファックス番号 ▪∨ｅＥメールアドレス ▪HPホームページアドレス ▢市 市の組織･施設

CULTURE/SPORT文化/スポーツ

クレジットカード
を不正利用された!?

とき １月20日～３月10日／２月11
日､３月３､４日を除く㊏㊐の全12回
ところ 各スキー場　
●詳 ●申 千歳スキー連盟(平日19時～21
時／㊋㊎13時～15時と19時～21時)
▪ＦＡＸ (22)0776

千歳スキー連盟の一般講習
▼スケートアドバイス事業
▪対 ▪象 市内に居住する小学１年～４年生
とき １月16､17､19日／18時～19時15分
ところ 青空公園スケートリンク
▪￥ 無料　▪定 ▪員 各日50人(申込順)
▪申 ▪込  希望日に直接会場で受付（17時
30分～17時50分）
▼テニス教室
▪対 ▪象 市内に居住する18歳以上の方(初
心者歓迎／上級者不可)
とき ２月20､21､27､28日､３月６､７､
13､14日／19時～20時30分
ところ ダイナックスアリーナ
▪￥ 2,400円　▪定 ▪員 15人(申込順)
▪申 ▪込  １月23日～25日／▪HP から申し込み
●詳 ●申 千歳市体育協会 振興課
(22)4150((申込不可) ▪ＦＡＸ (24)2320
▪HP http://www.chitose-taikyo.or.jp/

体育協会の講習会

図書館で活動しているおはなし会グルー
プが大集合！！
とき ２月18日㊐／11時～12時
●詳 ●会 ▢市 図書館
 (26)2131　▪ＦＡＸ (26)2133

スピードスケート競技会
①北海道新聞社杯､②千歳民報社杯
▪種 ▪目 幼児 100m／小学１･２年男女 
400m､500m／小学３年男女 500m､
1,000m／小学４年～中学 500m､(女
子)1,000m､(男子)1,500m／高校･一
般 500m､1,000m
とき ①１月28日､②２月４日／９時
～13時／８時30分までに受付
ところ 青空運動公園スケートリンク
▪￥ 中学生以下500円､高校生以上
1,000円　▪申 ▪込 ①１月15日､②22日ま
で／リンクの申込箱に投函
●詳 千歳スケート連盟事務局
松本　090(4875)7041

千歳スケート連盟の

新年席書大会作品展
とき １月20日(12時～21時)､21日(９
時～16時)
ところ 北ガス文化ホール ４階　▪￥ 無料
●詳 千歳習字教育連盟事務局
伊阪   090(5226)5229

千歳習字教育連盟の

ちとせっ子雪あそび
シニアリーダーのお兄さんお姉さんと一
緒に、雪中運動会を楽しみましょう。
▪対 ▪象 市内の小中学生(幼児参加不可)
とき ２月４日㊐／９時～12時30分／
受付８時45分～
ところ サーモンパークイベント広場
▪￥  100円　▪申 ▪込 １月31日㊌まで／(
で申し込み
▪持 ▪ち ▪物 防寒具(帽子､手袋ほか)､着替え
の靴下､汚れてもいい服､飲み物､タオル
●詳 ●申 千歳青少年教育財団
(42)3030　▪ＦＡＸ (42)2310

子ども会育成連合会･青少年教育財団  共催

RBC.本を読もう会の読書会
▼平家物語音読会
とき ①１月16日(14時～15時)､②１月
20日(19時～20時)　ところ ①泉沢向
陽台コミセン､②ミナクール
▼音読作品｢誰かが足りない(宮本 奈都)｣
とき １月24日㊌／19時～20時
ところ ミナクール
●詳 RBC.本を読もう会 山田 (24)4640

パレットの会  創立作品展
とき ２月10日～17日／９時～22時
(初日15時～、最終日15時まで）
ところ 公民館　▪￥ 無料
●詳 パレットの会　
武田  (42)3827

とき ２月10日㊏９時～／受付８時30
分～／荒天時は２月17日㊏に順延　
ところ 遺跡公園　
▪￥ 500円　▪定 ▪員 100人(申込順)　
▪申 ▪込 １月31日㊌まで
●詳 ●申 千歳市環境整備事業協同組合
 (24)1366(平日のみ)　▪ＦＡＸ (27)2861
遺跡公園管理棟　 (22)1613

雪上パークゴルフ大会

合同おはなし会
図書館開館30周年記念事業

▼新春温水祭り／年に一度、この日は
プールが遊園地に！大抽選会も開催！
とき １月21日㊐／10時～
▪￥ 大人 800円／小･中学生 500円／未
就学児  無料(大人１人につき１人ま
で)／別途保険料400円
▪申 ▪込 １月14日㊐／温水プール受付で
申し込み

▼半額開放日！／１回券購入の方に限
り、半額で利用いただけます(プリペイド
カードでの購入可)。
とき １月21日㊐／13時～

●詳 ●会 ●申 ▢市 温水プール
 (49)7001　▪ＦＡＸ (49)7003

温水プールからのお知らせ
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■新川 龍（しんかわ りゅう）さん／鹿児島県指宿
市出身／平成 26 年４月 指宿市役所に入庁し、教育
委員会 社会教育課で生涯学習に関わる業務を担当。
平成 29 年４月 指宿市から１年間の派遣職員として
危機管理課で勤務する。

新
川
　
龍 

さ
ん

プロフィール

し
ん
か
わ 
● 

り
ゅ
う

　

鹿
児
島
県
指
宿
市
。
薩
摩
半
島
の
最

南
端
に
位
置
し
、「
錦き

ん
こ
う
わ
ん

江
湾
」
に
広
が
る

景
色
や
海
岸
線
が
美
し
い
ま
ち
で
す
。

「
天
然
砂
む
し
温
泉
」
や
九
州
最
大
の
カ

ル
デ
ラ
湖
「
池
田
湖
」
に
は
、
毎
年
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

指
宿
市
と
千
歳
市
は
、
平
成
６
年
に

姉
妹
都
市
協
定
を
結
び
、
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が

両
市
役
所
の
職
員
派
遣
交
流
で
す
。
平

成
29
年
４
月
、
７
代
目
の
派
遣
職
員
と

し
て
、
千
歳
市
に
着
任
し
た
新
川
さ
ん

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

●
派
遣
が
決
ま
っ
た
と
き
の
気
持
ち
は
？

　
「
29
年
２
月
に
突
然
、
上
司
に
別
室
へ

連
れ
て
い
か
れ
て
、《
怒
ら
れ
る
の
か
な
》

と
思
っ
た
ら
（
笑
）、《
１
年
間
、
千
歳
に

行
っ
て
み
な
い
か
》
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

驚
き
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
承
諾
し
ま
し
た
。

私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
鹿
児
島
な
の
で
、

一
度
、
県
外
に
出
て
見
識
を
深
め
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
し
、
何
よ
り
、

千
歳
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
過
去
に
指

宿
へ
派
遣
さ
れ
た
千
歳
市
職
員
か
ら
聞
い

た
千
歳
の
良
い
と
こ
ろ
や
、
小
学
生
の
と

き
、《
青
少
年
相
互
交
流
事
業
》
で
千
歳
に

行
っ
た
友
だ
ち
か
ら
聞
い
た
、
千
歳
の
楽

し
い
話
が
心
に
残
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
千
歳
の
こ
と
を
人
か
ら

聞
く
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
目
で

確
か
め
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
、
本
当
に

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」

●
千
歳
市
の
印
象
は
？

　
「
千
歳
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
が
あ
り

ま
す
ね
。
空
港
や
自
衛
隊
、
支
笏
湖
を

は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
、
さ
か
ん

な
農
業
や
工
業
な
ど
、
１
つ
の
自
治
体

が
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
特
色
を
も
っ

て
い
る
の
は
、
本
当
に
す
ご
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　　
南
国
育
ち
の
自
分
は
、
千
歳
の
冬
の
寒

さ
に
は
驚
く
ば
か
り
で
す
が
（
笑
）、
ま
ち

の
皆
さ
ん
は
温
か
く
て
、
優
し
い
で
す
ね
。

お
か
げ
で
毎
日
が
楽
し
く
充
実
し
て
い
て
、

３
月
末
ま
で
の
残
り
わ
ず
か
な
任
期
を
思

う
と
、
寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。」

●
千
歳
市
で
の
仕
事
は
？

　
「
防
災
に
関
す
る
仕
事
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
訓
練
の
頻
度
や
災
害
対
応
の
ス

ピ
ー
ド
感
な
ど
、
指
宿
に
持
ち
帰
り
た

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
９
月
の
《
総
合
防
災
訓
練
》

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
企
業
や
自

衛
隊
、
警
察
、
消
防
な
ど
千
人
以
上
が

参
加
す
る
大
規
模
な
訓
練
は
、
準
備
や

調
整
が
大
変
で
し
た
が
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。」

●
今
後
の
目
標
と
千
歳
の
皆
さ
ん
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ

　「
あ
と
２
か
月
間
、
１
つ
で
も
多
く
の

こ
と
を
学
び
、
１
人
で
も
多
く
の
市
民
の

方
に
、
指
宿
の
良
さ
を
伝
え
た
い
で
す
。

私
が
《
千
歳
に
行
っ
て
み
た
い
》
と
感

じ
た
よ
う
に
、《
指
宿
に
行
っ
て
み
た
い
》

と
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
指
宿
の
温
泉
は
、
あ
の
《
西
郷 

隆
盛
》

が
愛
し
、
度
々
訪
れ
て
い
た
と
い
う
名

湯
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
《
西せ

ご郷

ど
ん
》
が
始
ま
り
、
西
郷
隆
盛
ゆ
か
り

の
地
と
し
て
、
ま
ち
全
体
が
に
ぎ
わ
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
光
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
ぜ
ひ
指

宿
へ
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
！
」

　
明
る
い
笑
顔
と
親
し
み
や
す
い
人
柄

で
、
職
員
の
間
で
も
人
気
の
あ
る
新
川

さ
ん
。
３
月
末
に
は
、
指
宿
市
に
帰
郷

し
ま
す
が
、
２
つ
の
姉
妹
都
市
を
つ
な

ぐ
か
け
橋
と
し
て
、
今
後
も
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「指宿に行ってみたい」と
感じてもらえたらうれしいです

姉妹都市をつなぐかけ橋

▲「青少年相互交流事
業」で千歳を訪れた指
宿の小学生と新川さん

（昨年 12 月 23 日）

▶千歳・支笏湖氷濤ま
つりを訪れた指宿の使
節 団 に よ る「 菜 の 花 」
のプレゼント（今年は
１月 28 日㊏に実施）



う  ち  の    先生
う  ち  の  町内会紹 介

します
I LOVE MY

No.46　春日町１丁目町内会

町内会は、助け合いの場所ですから。
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人
の

う
ご
き

《総人口》

96,807 人 ( ＋ 8)

男性　49,072 人 ( － 15)

女性　47,735 人 ( ＋ 23)

《世帯》48,602 世帯 (－ 21)

(  )内は、前月との

比較です。1●1
現在

春
日
町
１
丁
目
町
内

会
は
、
昭
和
38
年

７
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
は
、
交
通
の

便
が
良
く
て
、
大
き
な
公

園
も
あ
り
、
暮
ら
し
や
す

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
う
ち
は
、
小
さ
な
町
内
会
で

す
が
、
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
人

が
多
く
て
、
み
ん
な
仲
が
良
い

で
す
。
特
に
集
ま
っ
て
ワ
イ
ワ

イ
や
る
の
が
好
き
で
す
ね
。
１

月
の
「
新
年
会
」
や

６
月
の
「
親

「広報ちとせ」では、耳や言葉の

不自由な方のために、掲載記事の

連絡先に電話番号のほか、FAX番

号を表記しています。寄稿の際は、

FAX番号の記載にご協力ください。

広報広聴課　広報係
(24)0104 ■FAX (22)8852

　　　　作文を書いてくれた 

  西
にしうち

内 美
み ゆ

結 さん

睦
会
」
は
、
美

味
し
い
も
の
を

食
べ
て
飲
ん

で
、
に
ぎ
や
か

な
時
間
を
過
ご

し
ま
す
。　

　
私
が
町
内
会

の
活
動
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
、
ま
だ
、
私
の

子
ど
も
が
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
に
、

青
少
年
部
長
を
任
さ
れ
た
こ
と
。

な
り
た
く
て
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。
で
も
、「
盆

踊
り
」
も
「
花
火
大
会
」
も
や
っ

て
み
る
と
楽
し
く
て
。
参
加

者
の
明
る
い
笑
い
声
が
聞
こ
え

て
く
る
と
、
企
画
し
て
よ
か
っ

た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
若
い
方
に
も
ぜ
ひ
一
度
は
会

合
に
出
て
ほ
し
い
。
近
所
の
人

に
自
分
や
家
族
の
顔
を
覚
え
て

も
ら
っ
た
ら
、
何
か
あ
っ
た
と

き
安
心
で
す
。
町
内
会
は
、
助

け
合
い
の
場
所
で
す
か
ら
。

泉沢小３年２組は 森
もりもと

本 かおり 先生が	

町内会長  江
えひら

平 正
まさあき

明 さん

お問い合わせ先　 (24)8055

親睦会でのひとコマ
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千
歳
市
東
雲
町
２
丁
目　

（　

(24)
０
１
０
４　

FAX　

８
８
５
２
）

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://www.city.chitose.lg.jp/

■
印　

刷
／
千
歳
印
刷
株
式
会
社



(22)

■
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
用
の

「
音
訳
」「
点
訳
」の
広
報
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、 

　

３
９
２
１
ま
で
。

(27)

編
集
後
記

■
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
拠
点
に
活

動
す
る
石
橋
さ
ん
（
６
ペ
ー
ジ
）
は
自

分
の
両
親
と
同
年
代
だ
。
自
ら
の

足
で
ど
こ
に
で
も
出
向
く
。
快
活

で
覇
気
が
凄
い
。
し
か
し
、
「
以
前

は
家
か
ら
出
な
い
生
活
だ
っ
た
。
出

会
い
と
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
が

日
々
を
変
え
た
」
と
話
す
。
パ
ソ
コ

ン
の
日
付
が
ま
た
変
わ
る
。
今
年
も

人
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
そ
う
だ
。

■
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

は
、
い
つ
も
夢
や
希
望
を
も
っ
て
い

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ

４
歳
に
な
る
う
ち
の
息
子
は
、
「
お

お
き
く
な
っ
た
ら
《
け
い
さ
つ
か

ん
》
に
な
っ
て
《
お
ま
わ
り
さ
ん
》

を
つ
か
ま
え
る
ッ
！
」
と
の
こ
と
。

私
は
ど
ん
な
彼
も
、
す
べ
て
を
受
け

入
れ
る
、
器
の
大
き
い
母
に
な
り
た

い
で
す
。
新
年
の
抱
負
で
す
。

 12月13日 
東小学校で撮影

　 今月の表紙

昨年５月に取材した東小学
校の田植え。みんなで泥ま
みれになって、懸命に植え
た稲は実り、白く美しいも
ち米になりました。自分で
育てて・ついて・食べるお
餅の味は格別。夢中でほお
ばる子どもたちでした。

　

12
月
10
日
。
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー

ル
で
、「
千
歳
年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
企
業
・

団
体
か
ら
62
組
が
出
場
し
、
自
慢

の
歌
声
を
披
露
。
益
金
は
、
市
の

奨
学
基
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
16
日
。
総
合
武
道
館
で

「
千
歳
キ
ン
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。キ
ン
ボ
ー
ル
は
、

大
き
く
て
軽
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

外
は
極
寒
で
も
会
場
内
は
熱
気
と

か
け
声
で
充
ち
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　
　

12
月
16
日
。
北
ガ
ス
文
化

ホ
ー
ル
で
、「
男
性
の
子
育
て
講
座
」

が
開
催
さ
れ
、
父
と
子
の
ペ
ア
が
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
飾
り
作
り
を
体

験
。
慎
重
に
は
ん
だ
ご
て
を
使
い
な

が
ら
、
制
作
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
20
日
。
新
千
歳
空
港
で
、

無
許
可
で
タ
ク
シ
ー
営
業
を
す
る

「
白
タ
ク
」
利
用
防
止
の
啓
発
活
動

が
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
外
国

人
旅
行
者
に
向
け
、
お
菓
子
の
お
土

産
と
一
緒
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布

し
、
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

12
月
23
日
。
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー

ル
で
「
千
歳
音
楽
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
陸
上
自
衛

隊
第
７
音
楽
隊
の
ほ
か
、
市
内

７
団
体
が
息
の
合
っ
た
演
奏
を

披
露
。
写
真
は
、
千
歳
ア
イ
ヌ

文
化
伝
承
保
存
会
に
よ
る
楽
器
・

ム
ッ
ク
リ
の
演
奏
で
す
。
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パパとつくった
ママへのプレゼント♡




